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１．議事日程 

  〔令和８年第２回安芸高田市議会６月定例会第６日目〕 

 

                             令和８年６月１６日 

                             午 前 １ ０ 時 開 議  

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第43号 令和８年度安芸高田市一般会計補正予算（第１号） 

日程第３  議案第44号 令和８年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第４  議案第45号 令和８年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第５  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１６名） 

    １番    益 田 一 磨     ２番    佐々木 智 之 

    ３番    熊 高 慎 二     ４番    浅 枝 久美子 

    ５番    小 松 かすみ     ６番    南 澤 克 彦 

    ７番    山 本 数 博     ８番    新 田 和 明 

    ９番    山 根 温 子    １０番    児 玉 史 則 

   １１番    大 下 正 幸    １２番    熊 高 昌 三 

   １３番    宍 戸 邦 夫    １４番    金 行 哲 昭 

   １５番    秋 田 雅 朝    １６番    石 飛 慶 久 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

   １３番    宍 戸 邦 夫    １４番    金 行 哲 昭 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１７名） 

  市 長  藤 本 悦 志  副 市 長  杉 安 明 彦 

  教 育 長  猪 掛 公 詩  総 務 部 長   新 谷 洋 子 

  総務部政策統括監  佐々木 満 朗  危 機 管 理 監  神 田 正 広 

  企 画 部 長  黒 田 貢 一  市 民 部 長  北 森 智 視 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  高 下 正 晴  産 業 部 長  小 櫻 静 樹 

  建 設 部 長  佐々木   宏  消 防 長  吉 川 真 治 

  教 育 次 長  森 岡 和 子  企 画 部 次 長  小 林 崇 文 
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  総 務 課 長  玉 井 郁 生  財 政 課 長  塚 本 真 樹 

  政 策 企 画 課 長  松 田 祐 生 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  井 上 和 志  事 務 局 次 長  國 岡 浩 祐 

  総 務 係 長  宗 近 弘 美  主 任 主 事  波多野 奈 美 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○石 飛 議 長  定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は16名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○石 飛 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において、13

番 宍戸議員、及び14番 金行議員を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 議案第43号 令和8年度安芸高田市一般会計補正予算（第１号） 

      日程第３ 議案第44号 令和8年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正 

                 予算（第１号） 

      日程第４ 議案第45号 令和８年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算 

                 （第１号） 

○石 飛 議 長   日程第2、議案第43号「令和8年度安芸高田市一般会計補正予算（第1

号）」の件から日程第4、議案第45号「令和8年度安芸高田市介護保険特

別会計補正予算（第1号）」の件までの3件を一括して議題といたします。 

 本案3件は、予算決算常任委員会に付託されておりましたので、委員

長から審査結果の報告を求めます。 

 児玉予算決算常任委員長。 

○児玉予算決算常任委員長  おはようございます。 

 予算決算常任委員会委員長報告をいたします。 

 6月11日付で本委員会に付託のありました議案第43号「令和8年度安芸

高田市一般会計補正予算（第1号）」から議案第45号「令和8年度安芸高

田市介護保険特別会計補正予算（第1号）」までの3件の審査結果を報告

いたします。 

 付託された議案について、6月12日に委員会を開き、審査を行いまし

た。 

 議案第43号「令和8年度安芸高田市一般会計補正予算（第1号）」は、

既定の歳入歳出予算にそれぞれ8,469万3,000円を追加し、予算の総額を

222億4,569万3,000円とするものです。 

 補正の主な内容は、福祉保健部の生活扶助費、建設部の市道路線等維

持管理委託料の増額、教育委員会事務局の八千代Ｂ＆Ｇ海洋センターの

改修に伴う工事請負費の減額などでした。 

 審査における主な質疑は、旧田んぼアート公園予定地の利活用に関す

る官民連携手法検討調査業務委託料について市の方向性を確認するもの、

また、神楽門前湯治村の神楽公演でのせりふの翻訳等を行う観光施設Ｄ
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Ｘ推進業務委託料について、委託料の内訳や翻訳アプリの内容について

確認するもの、市道路線等維持管理委託料について、中央線の引き直し

の時期等について確認するものでありました。 

 そのほか、特別会計を含む各会計の歳入歳出について審査した結果、

補正額、補正内容等は適正であると判断し、議案第43号から議案第45号

の3議案については、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で委員長の報告を終わります。 

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長報告に対し、質疑はあり

ませんか。 

   （質疑なし） 

○石 飛 議 長  質疑なしと認めます。以上で質疑を終了いたします。 

 これより、本案3件に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （討論あり） 

○石 飛 議 長  討論ありという言葉がありました。 

 ここで、採決の方法について、お諮りします。 

 討論がありますので、まず、議案第43号「令和8年度安芸高田市一般

会計補正予算（第1号）」の件に対する討論の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

   （討論あり） 

○石 飛 議 長  討論がありますので、まず、反対討論の発言を許します。 

 反対討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○石 飛 議 長  反対討論がありませんでしたので、反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成の討論の発言を許します。 

 1番 益田議員。 

○益 田 議 員  議案第43号「令和8年度安芸高田市一般会計補正予算（第1号）」につ

いて賛成の立場から討論いたします。 

 本補正予算は、旧田んぼアート公園予定地等の利活用に向けた官民連

携手法の検討、生活保護扶助費への対応、市道道路維持費、学校給食に

おける県内産食材の活用、学校施設の修繕、観光振興計画策定に係る経

費など、市民生活、地域振興、将来のまちづくりに関わる複数の分野に

わたる補正と認識しております。 

 今回の補正には、国、県の補助金等を活用するものや県の制度趣旨を

踏まえて事業化されるものが多く含まれておりまして、限られた一般財

源を活用しながら必要な施策を進めようとする姿勢は評価できるものと

考えます。 

 個別の事業については、今後の効果検証や丁寧な説明が必要な部分も
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あるかもしれませんが、補正全体としては市民生活への対応と地域資源

を生かした将来の投資を併せて進める内容であり、妥当なものと判断い

たします。 

 特に、観光施設ＤＸ推進業務委託料のうち、神楽の現代語訳や多言語

対応については、委員会審査の中でも一定の論点となり、翻訳の精度、

神楽団との調整、実際の運用方法、利用状況の検証など、導入後に確認

すべき課題はあると考えます。 

 しかしながら、本事業は、委員会審査での説明を踏まえれば5年間で

約800万円という予算規模の中でアプリの活用やイベント等での展開を

進めてインバウンドの獲得などに向けた受皿、土台となるものであり、

また、財源についても県支出金を10とし、市の一般財源による追加負担

を伴わない形となっています。 

 本市を象徴する文化資源である神楽について、県の補助制度を活用し

ながら国内外の来訪者や若い世代にも分かりやすく伝えていこうとする

姿勢は、安芸高田市の特色を生かした前向きな取組であると評価するべ

きと考えまして、本議案に賛成いたします。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  ほかに討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○石 飛 議 長  討論なしと認め、以上で討論を終結いたします。 

 これより、議案第43号「令和8年度安芸高田市一般会計補正予算（第1

号）」の件を起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

   〔起立多数〕 

○石 飛 議 長  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 そのほかの議案について討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○石 飛 議 長  その他の議案について討論なしと認め、以上で討論を終結いたします。 

 ここで、採決の方法について、お諮りします。 

 討論がありませんでしたので、本案2件については、一括して採決さ

せていただきたいと考えますが、これに御異議ありませんか。 

   （異議なし） 

○石 飛 議 長  異議なしと認め、さよう決しました。 

 これより、議案第44号「令和8年度安芸高田市国民健康保険特別会計

補正予算（第1号）」の件及び、議案第45号「令和8年度安芸高田市介護

保険特別会計補正予算（第1号）」の件を一括して、起立により採決い

たします。 

 本案2件に対する委員長の報告は、原案可決であります。 
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 本案2件は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

   〔起立多数〕 

○石 飛 議 長  起立多数であります。よって、本案2件は原案のとおり可決されまし

た。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第５ 一般質問 

○石 飛 議 長  日程第5、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は、通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員当たり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は持ち時間に含まれませ

ん。 

 なお、1つの質問を終え、次の質問に移る場合は、次の質問に移りま

す等の発言をし、明確に分かるようにお願いします。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 7番 山本議員。 

○山 本 議 員  おはようございます。今日、久々に先発の座を勝ち取りまして本人張

り切って出ておるんですが、今朝も議会の朝礼で議長が頑張るようにと

いう気合を入れていただきましたので、本人もその気で質問してまいり

たいというように思ってます。 

 通告いたしました順に沿って質問してまいりたいというように思いま

す。 

 まず第1に、中学校統合に伴う目指す学校の在り方についてという表

題で質問をさせていただいてるのですが、2031年の4月に開校予定でも

う準備を進められております。ハードのほうは場所の選定、建設に伴う

設計、そういうところをもう取組をされておるんですが、できてから中

身はどのようなことを考えられとるんだろう。まだあと今年を含めりゃ

5年あるんですが、残り4年、その間に学校の在り方はどのように進めら

れるんかのうというのは見えんのですね。 

 そこら辺りを今日の質問で明らかになっていけばと、まずは保護者の

方が統合される中学校に希望を持てて、待ち望んで行かれるような学校

にしてはというふうに思いましてこの質問をさせていただくことにいた

しました。 

 まず、第1点のどのような学校を考えておられるのか、首長である市

長にその辺りをお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おはようございます。 

 山本議員の御質問にお答えいたします。 



【速報版】 

 

7 

 まずは、子どもたちが日々生き生きと登校し、保護者の皆様が安心し

て大切なお子様を託すことができる、名実ともに「魅力ある学校」に全

力で取り組んでいきたいと思っております。 

 そのためには、単にハード面での学習環境整備にとどまらず、「確か

な学力の向上を図る取組」そして地域の協力を得た「心身を育む部活動

の充実」、さらには「地域とともにある学校づくり」、地域とともに歩

む学校づくりなど、ソフト・ハード両面から推進をしていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今言われたのは具体的にはなくて、一応、一通りの考え方を示された

ように思いますけど、私が聞きたいのは学校がどういうような中学校に

なるんかのういうのを具体的に聞いてみたい思うんですが、私の思いは

一言で言えば文武両道、勉強もできてスポーツも文化活動もできるよう

な、あそこへ行かしゃあもうすごい生徒が生まれて、最終的には大学ま

でその道を進めるような学校を目指すべきじゃないかというように思う

んですね。 

 そのために準備をどんどんしていかにゃいけんのですけど、そういえ

ば1番考えているのかいうところと重なるんですけど、2番のそれを目指

すのはどういった取組を必要なんかいうところも併せて聞くようになる

んで、ちょっとここんとこは切替えが難しいんじゃないか思うんですけ

ど、まず、私の思いに対してどういうふうに思われるか聞かせていただ

きたいんですが、スポーツに関してはクラブ活動をやってクラブの子ど

もらが有名な高等学校からスカウトがくるような、そういうようなクラ

ブをつくるべきじゃないかのうというふうに思うんです。 

 文化活動については、ブラスバンド部なんかをつくったりして、それ

を出た子がそれの専門の高等学校を目指してその高等学校に行く、ひい

ては大学まで行って社会人になって文化活動の中で安芸高田市出身の者

が活躍すると、スポーツに関してもそういった基礎的な中学校の子ども

たちを育てていくような学校にするんじゃと、そういうところがないん

かいうところをちょっとお聞かせいただいて、2番の方法について議論

していきたいというように思うんですが、その辺をお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 先ほど山本議員のおっしゃったように文武両道の部分は追っていかな

くてはいけないメニューだと思っています。 

 統合する一つの目的が、今、人数が少ないということで各中学校が限

定的な環境の中で今、学ばざるを得ない状況になっています。それを解
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消するために一定数の規模の中学校に整備をし直し、その中でクラブを

追求したい子どもはクラブを頑張る、学力で上位の学校に行きたいもの

はまたそれをしっかり学ぶ、そういったいろんな多様な学びを保障でき

る中学校をつくるというのが最大の目的ですので、先ほど言われました

ように個別のクラブのメニューとかそういったものについてはまた準備

委員会等でしっかりと保護者、地域の皆さんの思いを聞きながらクラブ

をどういうふうにしていくかというのは具体化していくんだろうと思い

ますけども、いずれにせよ新しく新設する中学校については、そういっ

たいろんな子どもの思い、希望をかなえれる環境を整備するという方向

で整備をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  市長が今言われたように今の中学校の体制では生徒が少ないんでクラ

ブの存続も難しいいうのが一つの合併条件でありましたですね。 

 もう一つは、教育条件で専任の先生が来てもらえるわけにいかんのじ

ゃと、今の状態が、安芸高田市は2校、3校掛け持ちで専任の先生が回る

ような状況にあるんじゃと。合併することによってその問題はほぼ解決

するんだという話だったですね。そういうところを期待して市長も自ら

意見を聞いて歩かれて、そういった今のままの弊害を解消するのは一つ

しかないのという結論を出されたんですね。 

 すると結局、安芸高田市内の学校を一つにすることによって、今のよ

うな有名校や進学するようなスポーツクラブの編成とか文化活動も美術

についても技術についても文化活動も音楽についても十分専任の先生が

来ていただけるということになりゃあ、その辺が望めるんじゃないかと

いうように思うんです。 

 それで、今、そういう方向で考えていくいうようなことを言われたん

ですけど、やるのは準備委員会と言われたんですね、今。これは意見を

聞く組織であるだろう思うんです。それよりか行政が積極的に考え方を

打ち出して取り組むということはできんのかのういうふうに思うんです

けど、一つは今、学校統合推進室がありますね。今おるメンバーはハー

ド面を中心に取り組むメンバーじゃなかろうかというふうに思うんです。

できてからのクラブ活動、文化活動、これらの方向をしっかり市長自ら

示して、組織的に学校統合推進室へメンバーを配置して、クラブ活動、

文化活動の準備をしていく、こういうことはできんかのういうふうに思

うんですけど、その辺はどうなんでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど準備委員会と言いましたけども、私はこの統合には積極的に地

域の皆さん、保護者の皆さんの意見も取り入れた行政主導ではなくて、
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最終的には行政が決断を責任を持ってしなくてはいけない統合だとは思

ってますけども、そういった多様な意見をしっかりとくみ取る場に準備

委員会というのは大切だという思いを持っているので、そういう話をさ

せていただきました。 

 当然組織的には教育委員会のほうが、事務局のほうがしっかりと先頭

を切って進めていかなくてはいけないと思いますし、私もそういう意味

ではしっかりと教育委員会をサポートしていきたいと思ってます。 

 人選的なことは教育長のほうにお任せをいたしますので、思いは教育

長も私も一緒ですので、そういった市民の皆さんに統合してよかったな

と思える中学校を完成させるために一緒に取り組んでいきたいというふ

うに思ってます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  思いは分かってきたんですけど、具体的にこれにはならんかのうとい

うのを示していきたいというふうに思うんですけど、この間、甲田小学

校の運動会に行って見よったらスポーツ少年団の紹介があったんです。 

 その中にバレーとかバスケット、野球、サッカーもありましたか。剣

道、空手いうスポーツ少年団の紹介あったんです。小学校の生徒が通学

しとるんですけど、ハンドボールもあったんですが、それらが卒業して

今度中学校に行くんですね。小学校の生徒も一緒に中学校の生徒もやり

よるスポーツ少年団もあると思いますけど、ほぼほぼ小学校の生徒を中

心にしたスポーツ少年団じゃろう思うんです。これ中学校に行って自分

がやりよったスポーツ活動ができん、ないんでできんいうことじゃほと

んど魅力ある中学校にならんと思う。 

 最低でも安芸高田市内にある小学生を中心としたスポーツ少年団が中

学校に入ったら、そのことが引き続きできるような受皿をこの4年の間

に用意しておく必要があるんじゃないかなと、こういうふうに思うんで

す。 

 具体例は、先進地は行かんでも安芸高田市内にそういうクラブの先進

活動が一つあるんですね。もう一つ吉田にもあるいうて聞いとるんです

けど、甲田中学校にはハンドボールのクラブがありますね、そのハンド

ボールの部は今、部外に指導者を、文部省も部外から先生の働き方改革

で指導者を雇うような指導方針を出されてますね。それに沿った活動が

もう甲田中学じゃ行われとるんです。 

 今言ったようにスポーツ少年団で小学校の生徒がスポーツ少年団活動

してスポーツやっとるんで、それらが受け入れられるような甲田中で行

っとるハンドボールのような部外の指導者を雇い入れて、他のスポーツ

活動を推進すると、そういうことの準備をしよう思ったら来年から始め

ても開校までには間に合わんのじゃないか思うんですけど、そういった
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取り組む考えはないんかあるのか。市長さん自ら考えを言ってもらって、

教育長のほうでそこらのほうが対応できるんかどうか、その辺をお聞か

せいただければというふうに思うんですが。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  確かに安芸高田市の中学生、かなりのレベルのスポーツ選手が生まれ

てます。野球にしてもハンドボールにしても、残念なことにそれは中体

連ではなくて、各クラブチームで活躍をし、高校へ上がっているという

のが今の、これ全国的な流れだと思います。私の子どももそういった流

れでクラブチームから上がっていったんですけども、そういったのが私

立の中学校で、公立の中学校でそういう選手を育てて全国で活躍できる

子どもたちを育てるというのがやはり安芸高田市立中学校の一つの目的、

目指す方向だと思います。 

 そういった中で今御提案いただいた流れを早くつくるのはどうかとい

う提案だと思うんですけども、これはまだ現状では各学校でのクラブは

できてない状況があります。合同チームでやるとかいう今状況で、そこ

を何とかクリアしつつもあるんですけども、今、しっかりとできてるの

は多分ハンドボールぐらいではないかなと、野球でももう合同チーム、

山県との合同チームというような状況になってますんで、そこをいます

ぐに単独のチームでできるかというのはちょっと可能性としては難しい

かなと思うんですけども、いずれ安芸高田市でできた中学校ではある程

度のクラブ数を確保し、全国で活躍できるクラブを民間のクラブではな

くて、公立の中体連の中で育てていけるということを目指して体制はつ

くっていかなくてはいけないというふうに思っています。そういった準

備についてはまた、教育長のほうと相談しながらしっかりと取り組んで

いきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  猪掛教育長。 

○猪掛教育長  山本議員の御指摘のように今現在、クラブの活動ということで安芸高

田市ではハンドボールクラブがいち早く地域展開ということで、地域の

皆さんの御協力によって指導体制、放課後であるとか土日の指導体制が

整っているという状況がございます。 

 中学校の統合によりまして、子どもたちが自分がやりたいスポーツを

選択して、そこができるという状態にはまずは持っていく必要があると

思います。 

 これは人数がどうしても少ないので、ある程度メンバーが要るスポー

ツなどは今、市長が申しましたようになかなかやりたくてもできない、

そういうことがないように、自分が選択してスポーツができる状態。そ

して、もう一つは、全国的に今、クラブ活動の地域展開ということをし

ていこうということになっております。 
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 これは先ほどのハンドボールチームがいい例なんですけども、そうい

った受入れ態勢、じゃあ誰が指導をして子どもたちを実際に預かってや

っていくんかということをしっかりと取組をしていかなければならない。

これは統合を一つのきっかけとしながらできるだけ早い段階で一つでも

いいので、野球ができたよ、陸上ができたよという形でこれを進めてい

く必要があるというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今、教育長の答弁を聞かせてもらって、市長はその方向で統合したら

そういうことを目指したい、どういうのかスポーツにしても有名な選手、

しっかりした選手の出るような公立中学校でそういうことを目指したい

ということだから、教育長はそれをするためにはできてから考えていく

ような答弁だったように思うんですけど、要は今やろうと思っても生徒

もおらんので、テストで合同でやるいうことしかできんじゃろう思うん

ですね。 

 ただ、指導者を探すいうのは統合までにはできるんじゃないかと思う

んです。笑い話になるかも分かりませんが、野球部のはカープをやめた

選手を招聘するとか、サッカーはここでサンフレッチェが地盤を持って

やっていただいとるんで、サンフレッチェのほうからサッカーチームの

指導者を招聘して出してもらうとか、他のスポーツについては、収入が

ないとやはり指導者できませんので、その収入を行政から負担するとい

うわけにはいかんですよね。 

 地域の会社なり団体なりにそういう人の雇用をお願いして、受皿を用

意して優秀なところの指導者を招聘していくと、そういうことをこの4

年間に準備のためにされていくいうことはできんでしょうか。これは教

育長に聞かせてもらえんですか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  先ほどの答弁の中で学校ができてからそれを考えるということではあ

りませんので、これは今の状態からでもできるところから早く手を付け

ていく必要があると思います。 

 まずは受入れ体制、地域展開を考えたときにやはり指導者一人のこと

でもありませんし、今、スポーツ協会とかいろんな団体がございますけ

ども、そういったところともしっかり話をしながら指導体制、受入れ体

制、可能なもの、そういうのをつくっていく必要はあると思います。 

 今、御提案のありましたように有名な方をそこに招聘をするとか、そ

ういったことも視野に入れながら可能性についてはこれから取組を、い

ろんな関係団体と話をしていけばいいかなというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山本議員。 
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○山 本 議 員  今の答弁で市長と教育長の答弁を聞かせていただいてある程度見えて

きました。 

 2番も兼ねて質問しよったような状況ですが、2番に移っていきたいと

思うんですけど、やっていきたいいうことを今教育長言われたんですね。

具体的にいつからそういう取組をしていきたいんだと、体制もどういう

形でやっていきたいということは聞かせていただければ、その辺を聞か

せていただきたいと思うんですが。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  まず、クラブ活動に特化せず、この統合に向けた取組についていつか

ら行うのかということで、まずは答弁させていただきたいと思います。 

 教育委員会では本年4月に学校教育における重点目標を示しました

「安芸高田市学校教育推進プラン」を策定し、市内の全小中学校におい

て一斉に取組をスタートさせております。 

 まずはこの取組を小中学校における共通認識として深く浸透させ、新

しく誕生する統合中学校へ歩みをつなげていきたいというふうに考えて

おります。 

 統合中学校の開校に向けての具体的な取組につきましては、まずは開

校予定時期から逆算して可能な限り早期に解消したいと思っております。 

 先ほどのクラブ活動の部分につきましては、現在も可能性のある受入

れ団体としてやっていただけそうなところとは随時話を進めている段階

です。一つでも二つでもそういった体制が整うように、これは早期にと

いうかもう、早いものはもう取組を開始しておりますけども、そういっ

た条件が整うように少しねじをまいていかないけんなというふうに考え

ております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今の取組をしているんじゃいうとこもあったんですけど、招聘してき

てやろうと言うていただいた指導者なんかの方は、生活があるんでその

辺の補償いうかそういう基盤を築いとかにゃいけんと思うんですね。 

 そしたら、安芸高田市には商工会やら工業会いうのがあるんですが、

そこらへの受入れの要請活動いうことは今の中には入っとるんか、近い

将来それらも含めて招聘するために就労の場として受入れの要請をして

いく考えがあるんか、その辺のところをちょっと聞かせてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  現在、指導者の招聘とかそこまで具体的なところについてはまだ考え

ていないのが現状です。 

 今後、そういった可能性、必要性もしっかり考えながら取組を進めて

いけばというふうに考えております。 
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○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今、取り組んでいかないけんじゃろういうふうに答弁していただいた

んですけど、感じられたかも分かりませんけど、じゃあ、それを本当に

取り組んでいくいうたら、もうあと残り1年になって来年からというと

きになってそういう団体への雇用に関する協力依頼をしたところで時間

的には間に合わん思うんですね。それが果たして協力を得られるかどう

かいうことも分からん、言うてみて初めて反応がある。そういうことに

なりますよね。 

 今、質問とフォーカスすりゃあ、どういう学校を育てるんか、どうい

う子どもを育てるんかいうことを聞いたんですけど、将来活躍できるよ

うな子どもを公的には補助をしていかないけんじゃないかいうのを市長

も言われました。 

 教育長もその方向で対策をつくって対応していかないけんじゃろうい

うふうに言われたんですが、残り4年でそういった細かなこと、協力団

体を求める行為、それができるいうことになりゃあ、今度はそれに伴う

指導者の招聘活動、こういうことも加わってくる思うんです。 

 それはスポーツに限らずですよ、ブラスバンド部をつくるいうたら音

楽の先生かそれ相当の人を県教委に言うて回してもらうか、それじゃあ

内部の先生がやるようになるんで外部でそういう人ができるかいうこと

も探さにゃいけん。そういうことを何度でもする組織体にせよ、まずつ

くってやっていくいうことになりゃあ、もう来年ぐらいからもう方向を

決めて体制をつくって取り組んでいかにゃいけんのじゃないかいうふう

に思うんです。 

 今はこの1年は思うでいいんですけど、来年からは具体的にそういっ

た組織までつくって動きも始めるいう、そういうことにならんかいうと

ころを教育長に聞いても市長がやれや言うてないとできないところもあ

るんで、市長を含めてその辺の考えは今日の質問で改めて感じたいうこ

とになるのかならんのか、その辺をちょっと両名の方に聞いてみたいと

いうように思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  外部講師の招聘ということですけども、なかなか今現役で活躍してお

られるあるいは現役を引退されて間がない、そういった方を実際どのよ

うに招聘をできるかというのは非常にハードルは高いと思っております。 

 関係団体に協力を求めるということも当然必要になってくるかも分か

りませんが、お金の面、それで生活ができるようなことになるのかどう

かというようなところも非常に課題は多くあると思います。 

 そうは言いながらも、やはり可能性についてはある程度研究していく

必要があると思っておりますので、取組というのは早いうちから始めて
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いきたい、できるものは今年からも協議のほうは開始していけばという

ふうに思っております。 

○石 飛 議 長  山本議員。 

○山 本 議 員  まだ具体的には市長さんや教育長さんの話を聞かせてもろて具体的に

はまだ見えるとこなかったんですが、気持ちの上では出来上がった中学

校は文武両道を目指したような中身にしていきたいということは答弁の

中にあったように思います。 

 予算も含めてですが、来年度から組織の面でも行動の面でも目指す中

学校が文武両道を目指すような中学校をつくるんじゃというようなこと

が感じられるような今から教育行政を、中学校統合の行政を進めていた

だきたいとこのように思うんです。 

 昔あったそうですけど、山県の坂田藩の米100俵の教えというんで、

銭がないがどうしようかないうんで、米100俵を教育のほうにまわして

優秀な人材を出したいうことがあるんで、今は銭がないんで学校統合と

いうようなところも出てきたいうふうに思いますんで、子どもに託すと

いう意味で、今答弁いただいた中身を具体化して来年からでも見えるよ

うに取り組んでもらいたいと、こういうように思います。 

 1番の質問はこれで終わっときたいというように思います。 

 次に、2番ですが、甲立駅の切符販売が1月からなくなりまして利用す

るのも物すごい不便になっとる、そういうところで市長さんの3月に質

問したんですけど、1月15日ですか、市長さんがＪＲ西日本に出向かれ

て切符の自動販売機をつけると言ってもろとるんでいうようなニュアン

スの答弁をいただきました。もう6月になるので、1月の話がもう半年過

ぎるんですけど、いつになるんかのうというふうに物すごい不安になっ

とるんです。 

 自動販売機がつくけえ乗りやすなったのういうことでもないんですけ

ど、ないのよりあるほうが乗りやすい、今大変なんです、広島駅出るの

は、切符なしで行くもんですから、清算して出にゃあいけん。こういう

不便を強いられとるんですけど、その辺がどうなったかお聞かせ願いた

いと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在ＪＲ西日本さんのほうで準備を進めていただいております。現地

調査と設計が進んでおる段階で運用開始は8月上旬というふうに伺って

おります。 

 実際には利用者の皆さんの利便性向上のため、誘導ブロックの設置あ

るいは運賃表の架台設置など、周辺整備も併せて行っていただくという

ふうに聞いております。 

 費用負担についても市の負担は券売機に係る電気代のみで、あとの設
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置費用についてはＪＲさんのほうで全て負担いただくということで今、

準備を進めておりますので、8月上旬ということで今、最終確認をして

おります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  それでは、2番を終わりまして3番の大土川の河川改修についてお伺い

いたします。 

 去年の第2回、要するに去年の6月の定例会であった思いますけど、大

土川の河川改修の着工についてもう何十年も待ったと、どうにかなりま

せんかという質問をいたしました。 

 市長は、県への事業箇所として強く要望していくというて言うていた

だいたんですけど、どうもなかなか県のほうも腰があがるようなことも

見受けられんのです。去年要望していただいたんだろう思うんですが、

見通しのほうはどうなんじゃろうかいうとこがあるんです。 

 土地を提供した人からいつになるんかいのういう質問もありよるんで

す。早うどけいうたけえ、建物どけたのに今もってまだ工事が始まらん

のは、あれはどういうことだったんかということも協力していただいた

地権者の人の不満いうことはないんですが、そういう意見も常々聞くよ

うになったんですね。 

 その辺で、どういうふうな状況にあるのかお伺いしたいと、このよう

に思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 大土川の改修工事については、現在、広島県の「ひろしま川づくり実

施計画の2021」において整備計画策定河川の一つに位置づけられており

ます。継続事業とされておりますので、とまるということはありません。 

 一方で、広島県においては令和3年の豪雨により甚大な浸水被害が発

生した多治比川の改良復旧事業に注力をされている状況にあります。本

市としても再度災害防止の観点から当面は多治比川の整備が優先される

ものと認識をしています。 

 なお、県からは地元要望を踏まえ、広島三次線下流部においてしゅん

せつが実施されたと伺っております。河川改修が進むまでの間における

一定の治水安全度の確保が図られているんではないかなと思っておりま

す。 

 いずれにしても、昨年も県へは広島県の内陸部振興対策協議会あるい

は県との事業調整会議で事業継続箇所として強く要望しております。貴

重な土地を御提供いただいた地権者の皆様には長い間お待ちいただいて

るところで御迷惑をおかけしておりますけども、今後も引き続き県のほ
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うへはしっかりと要望していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  要望は一応してもらっとるんじゃろう思うんですけど、要はさっきも

言われたように2021年の水害があったんですが、2018年の水害もありま

して、小田東の小学校なんてつかったことがなかったんですね、あれま

で。2018年に小田東の小学校が大土川があふれて浸水すると、小田東の

保育園もそれまではつかったことがなかったんです、聞いたことがなか

ったんです。それも大土川の氾濫で小田東保育園までもつかったいうよ

うなことが起きだしたんです。 

 それらを見越して河川改修をいうんで、用地買収も進め、地権者の人

が移転できるように宅地造成を市のほうで住宅公社をつくって移転先ま

でつくって進めた経緯があるんです。経過的には今、大水が出たらつか

るようになってきてる。これは高田原いうとこなんですけど、甲田地域

を中心にした高田原全域が大土川が氾濫してつかるような状況が2年続

いて起きとるいうことですね。 

 今の雨量からいうて考えられんような雨量が起きとりますんで、多治

比川も大変だったと思うんです。町全体が全滅するんじゃないかという

ような状況になるのが大土川になるんで、そこらも含めてやっぱり行政

として仕方がないかいうようなところはなせてやってもらわにゃいけん

と、強い意志を持って多治比川は当然ですよ、しかし甲田町の中心地で

ある高田原まで全滅するような状況にあるけえ、それも含めて考えても

らわにゃいけんという強い姿勢で河川改修の進捗を進めていただくよう

に質問をして終わっていきたいと思うんですけど、その辺の気持ちを腹

に据えて県とも交渉するというところの答弁をいただきたいと思います

が、よろしく答弁のほうをお願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 山本議員の思いもしっかりと心に据えて、今年も要望活動してまいり

ます。 

 そして、大土川も含めて市内にもまだほかにもいろんなやらなくては

いけない現場もあります。そういった意味でしっかりと思いを国、県の

ほうへ伝えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  中学校の問題、2番の甲立、大土川の問題も大きな課題なので、答弁

を聞かせていただいて取り組む意志いうものは表明していただいてるよ
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うに思います。 

 市民が期待をもって、希望をもっていけるような将来をつくっていた

だきたいというふうに思います。 

 これをもちまして私の質問を終わっていきたいと思います。ありがと

うございます。 

○石 飛 議 長  以上で、山本議員の質問を終わります。 

 おおむね1時間が経過しましたので、ここで11時5分まで休憩といたし

ます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５２分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 3番 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  3番、熊高慎二です。2番目ということですけど、特にコメントはなく、

質問通告に基づきまして、大枠3点、順番に伺ってまいります。よろし

くお願いします。 

 それでは、1点目、道路の維持修繕管理について、お伺いをいたしま

す。 

 市は県内でも広大な面積を有しており、その中を網の目のように走る

道路は、市民の生活や産業、そして災害時の避難路として欠かすことが

できない社会基盤です。 

 今後、道路や橋梁の老朽化が急速に進行し、維持修繕管理コストの増

大が避けられない一方で、市職員の数は限られ、現場の負担は年々重く

なっていくことが予想をされます。 

 次世代へ持続可能な形で引き継いでいくためには、国が提唱する地域

インフラ群マネジメントのような最新技術と広域連携による戦略的な仕

組みへの転換、そしてデジタル技術を活用し業務の効率化を図る必要が

あると考えます。 

 そのような観点から、次の4点についてお伺いをいたします。 

 （1）市内の道路・橋梁の維持修繕の現状と課題についてお伺いをい

たします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  熊高慎二議員の質問にお答えいたします。 

 本市の維持修繕における現状ですけども、道路については道路パトロ

ールや市民の皆様からの通報により、案件にもよりますけどもおおむね

迅速に対応ができている状況です。 

 また、日常の維持管理を適正に行うことで、道路の損傷などの異常箇
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所を早期に発見し、的確な修繕・補修を実施をしております。橋梁につ

いては、5年ごとに橋梁点検を実施し、点検結果に基づき年間5から7か

所の修繕工事を行っております。 

 課題については、予防保全の概念を取り入れ、道路施設の長寿命化や

維持管理費の平準化を図り、計画的な維持管理に取り組んでいるが近年

の物価高騰により維持修繕コストが大幅に増加しているという課題があ

ります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  現状と課題についてお伺いいたしました。 

 課題、物価高というのがあるというお話しいただきましたけど、近年

国が力を入れている、国が進めている事業についてお伺いをしたいと思

います。 

 （2）です。地域インフラ群マネジメント、群マネと呼ばれますけど

も、こちらによる広域連携を行うことについて伺います。 

 ①広島県や近隣自治体との連携についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 人口減少やインフラの老朽化が進む中で国や広島県が推進する「地域

インフラ群マネジメント」については、自治体間での情報共有や技術補

充の重要性について認識をしているところです。 

 近隣自治体や県との連携を進めるに当たっては、本市の地域特性に合

うか慎重に見極めをする必要があると思っております。 

 まずは他の自治体の事例の情報収集に努めるとともに、職員の技術力

向上につながるような連携の在り方を考えていきたいと思っています。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  ここで1点事例を紹介いたしますと、国土交通省が作成している令和8

年3月18日時点の群マネのモデル地域の検討状況という資料には、全国

11の自治体の紹介がされています。 

 広島県と北広島町、安芸太田町が今年度より業務発注に向けて連携を

した取組も紹介をされております。 

 次に、②広域一括発注をした場合の課題について、お伺いをいたしま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 発注規模が大きくなることでコストダウンやメンテナンス業務の執行

率が期待をされます。 

 一方で、自治体間での管理基準や予算負担の調整に多大な時間を要す

ること、さらには、委託が進むことで市職員の現場管理能力が空洞化す

るリスクも否定ができません。 

 したがって、現時点では課題のほうが大きいと捉えておりますけども、

一括発注の導入について慎重に対処すべきだと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  先ほど御紹介しました群マネのモデル地域ということで、この広域発

注については三原市が導入をされてまして、道路、河川、公園の日常の

維持管理を一括して発注する予定というふうにも書いてありました。 

 先月は、広島県の発注で庄原市でも地域事業部に共同企業体として落

札された事例もあり、取り入れている自治体も増えてきている状況にあ

ります。 

 今、自治体との連携、広域での発注について伺いましたけども、新潟

県三条市では長期契約による包括委託という取組をされております。 

 これは2026年3月31日、日本経済新聞でも記載がありましたけども、

この例は共同企業体で5年間の長期契約を結び、民間の判断で市道の穴

の補修を行うもので、補修が素早くでき、職員の発注業務等が激減でき

ると国も新たなインフラ維持の手法として推進して、浮いた経費を老朽

化対策に充てることができるとされております。 

 国が進めている群マネとか一括発注、本市では課題が多いという発言

が今ありましたけども、なかなかメリットが少ない状況ではありますけ

ども、いずれにしても財政面や業界の人材不足などがある中で、今後の

維持修繕管理について様々な手法で研究を進めていく必要があると感じ

ております。 

 研究を進めていく中では、先ほど紹介しました広島県と北広島町、安

芸太田町の検討会議の中でも人材不足や地域維持共同企業体を構成する

のはなかなか大変だといった意見も出ております。方向性を決める上で

地元を支える建設業者との連携は必要不可欠と考えておりますが、市長

のお考えをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  近年の公共事業の縮小といいますか、少なくなっている中で建設業界

の皆さんにも大変御苦労をかけていると思っております。 

 こういった緊急時の点検あるいはこういった今、紹介いただきました

広域化で対応できるものがあれば幸いに隣町の北広島町、安芸太田町で

取り組んでおられるということですので、そういった情報も取りながら、
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また、庄原市の情報を取りながら安芸高田市としてどう対応できるかと

いうのは担当課のほうと研究をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  引き続き研究をお願いしたいと思います。 

 インフラの維持修繕、大変な時代を迎えていますが、この時代だから

こそ課題解決のためにデジタル技術を活用できないかと考え、（3）に

行きます。 

 デジタル技術の活用による点検業務の高度化と効率化について次の点

を伺います。 

 道路の通報についてですけども、ＬＩＮＥ通報の現状と課題について

お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 2023年から道路や河川で異常があった時に市の公式ＬＩＮＥにお知ら

せしていただく機能を導入をしております。毎年約80件前後の通報があ

り、そのうち７割が市が管理者となるものです。市が管理するものにつ

いては現地を確認し、全ての通報に対応しているところです。その他、

管理者が国や県の場合には速やかに情報提供を行っております。 

 課題については、内容によっては対応に時間がかかることもあります

が、これまでに大きな問題はなく、適切に運用されていると思っており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  年間約80件があり、7割が市の管轄という御答弁でした。 

 結構多く対応されているなというような印象を受けました。私もこの

前市民の方から御相談を受けましたので、一緒にやってみましょうとい

うことでＬＩＮＥ通報させてもらったんですけども、結構簡単にできま

すので、市民の皆さんもぜひ気になる箇所ございましたらやっていただ

きたいと思いますけども、写真撮影の際は結構道路とか写真撮るので安

全確認をお願いしたいと思います。 

 ＬＩＮＥ通報については、令和7年第3回定例会で同僚議員から一般質

問でもありました通報の対応が終わった際に、最後のＬＩＮＥの文面に

通報ありがとうございましたと入れてはどうかという御提案がありまし

たけども、現在は通報内容の確認後、ＬＩＮＥのスタンプとともに通報

を受け付けました。情報提供ありがとうございましたと表示され、通報

者も通報できたと安心されるような状況になっております。 
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 100％対応していただいている中で通報者の方に課題が完了しました

と返信できればせっかく頑張っておられるので一番安心されるんじゃな

いかなと思いますけども、こちら通報者への返信というのは技術的に可

能なんでしょうか。 

 管轄は総務部でしょうか、お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  ラインの通報の対応でございますけれども、技術的には対応が可能と

いうことで認識しておりますが、現在は対応はしていないという状況で

ございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  分かりました。 

 道路のＬＩＮＥ通報を今後、デジタル技術の活用で運用の中で路線委

託業者と連携することができれば、市への通報が路線委託業者へ行き、

素早く対応でき、職員の負担も減るのではないかと思いますが、将来に

向けてのお考えをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 佐々木建設部長。 

○佐々木建設部長  今から道路の維持管理というのは、そういった市民から情報提供いた

だくということが非常に重要であると考えておりますし、我々職員もな

かなか今、人員のほうも減少してきている中で、そういった市民そして

業者、そうしたところとそういったＬＩＮＥあるいはそれ以外のもので

もしっかり連携できるように今後しっかり整備のほうを整理していきた

いと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  このＬＩＮＥ通報については先ほどもありましたけども、市民の皆様

がパトロールするということで日々の補修に役立っていると思います。 

 次は、デジタル技術を活用して情報収集できないかというふうなこと

を伺ってまいります。 

 ②です。スマートフォンやＡＩを活用した路面診断の導入についてお

伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 市道におきましては、2023年度にＡＩを活用した路面調査を行ってお

ります。職員が運転する公用車に専用のスマートフォンを搭載し、撮影
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することで路面のひび割れ、ポケットホールなどの損傷状況が分かりま

した。ほぼ全ての市道の路面状況を把握することができましたので、損

傷箇所の修繕工事を現在行っているところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  2023年に診断されたというような御答弁をいただきました。 

 福山市でも路面標示について今、そういうのを入れられておりまして、

現場で目視により劣化状況を確認していた状況だったけども、車載カメ

ラ等で素早く劣化の度合いを把握することができるというような報告書

もありました。 

 全国的にもパトロールや報告書の撮影などを車載カメラやスマートフ

ォンの業務効率化の流れの中で、そういった路面診断、引き続きやって

いただきたいと思います。 

 次の計画の予定とかはありますでしょうか。よろしくお願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 今後の点検については、市民の安全やインフラの維持管理のために継

続的な導入が必要ですが、デジタル技術の進展は急速であり、費用対効

果あるいは点検の精度を見極めて、より高度で効果的な点検を目指して

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  ぜひ業務の効率化のためにも引き続いてお願いをしたいところでござ

いますが、パトロールの際は職員さんの車で全部点検されたというよう

なお話でしたけども、例えば公用車とかお助けワゴンとか民間との連携

ができればごみ収集車とか郵便車とかにお願いすればよりよい、効率の

よい検討ができると思いますので、引き続きそちらのほうも御検討いた

だければと思います。 

 次の質問に行きます。 

 予算についてです。 

 道路の維持修繕への財政的負担は大きいですけども、シーリング等で

年々減少している実態があります。 

 そこで（4）です。 

 道路維持修繕についての予算確保への取組についてお伺いをいたしま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 道路に限らず河川や橋梁においても近年物価上昇により人件費や材料

費などの物価高騰の状況です。限られた財源での予算確保には非常に苦

慮をしているのが現在です。 

 また、不安定な中東情勢の影響で建設資材の入荷が難しくなっており

ます。施設の維持管理は管理者の責務ですので、起債の活用や物価高騰

分を考慮し、引き続き予算確保に努めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  大変厳しい状況だとは思いますけども、国とか県とかの要望も含めて

ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 維持修繕というのはどうしても優先順位が低い状況があったり後回し

になる状況が生まれてきております。今回の補正予算でも中央線で説明

がありましたけども、一度に大きな額にならないような取組であったり、

トータルの修繕費が抑えられるようなライフサイクルコストを考えた修

繕計画、そしてＤＸ事業の取組による、例えば電子契約の取組であった

り書類の簡素化など、業務の効率化が非常に大切になっていくんだろう

と思います。引き続き計画的な予算編成を取り組んでいただきたいと思

います。 

 道路の維持修繕はすぐに解決できる課題ではないと私も認識をしてお

ります。しかし、財政と人員に限りがある今だからこそ、デジタル技術

を活用し、近隣自治体や地元業者とのつながりを強化する時期に来てい

ると思います。 

 私も先進事例などをしっかり研究していって、限られた財源の中でい

かに効率的かつ持続可能な形で次世代にこのインフラを引き継いでいく

か、市民の安心・安全な暮らしを守るために本市が先進的な仕組みづく

りへの一歩を踏み出すことを期待しまして1問目の質問を終わります。 

 次の質問に移ります。 

 2点目、幼児向けの電子図書館の整備についてお伺いいたします。 

 本市において子どもたちの健やかな成長と教育環境の充実は、将来の

ための投資の一つだと考えます。 

 幼児教育の研究では、幼児期の読書体験や触れる言葉の数がその後の

学力向上につながることが明らかになっております。幼児の新たな読書

環境を整備していくことで、将来の学力やコミュニケーション能力の向

上につながっていくと考え、幼児向け電子図書館の導入について伺って

まいります。 

 （1）幼児と保護者が図書館を利用する場合、図書館までの移動や開

館時間などの課題があると考えます。現状どのように受け止められてい

るかお伺いをいたします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  小さなお子様を連れての移動には一定の時間や負担を伴うこと、また、

ライフスタイルの多様化に伴い、現状の開館時間内での来館が難しい保

護者がおられることは想定できます。 

 ただ、現時点において移動それから開館時間が課題というふうには捉

えておりません。 

 市内6つの図書館でのサービスを継続し、広く市民の利便性を確保で

きるよう努めていきたいと考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  御答弁いただきましたけどもライフスタイルの変化というのは結構大

きいものがあると思っております。 

 現在共働き世帯が主流になっておりまして、休日は家事や買い出しに

追われ、図書館の開館時間内に図書館へ赴くこと自体が負担になってい

ます。 

 開館時間のお話も先ほど御答弁ありましたけども、幼児に本が必要に

なるときというのは夜寝かしつけの前とか急な雨で外出できない日とか、

日常の突発的な隙間時間という考え方もできます。 

 このような24時間いつでも自宅から本にアクセスできる環境は子育て

支援のインフラとして電子図書館が必要であると考え、（2）の質問に

行きます。 

 場所や時間を選ばない電子図書館は、多忙な子育て世代にも有効な手

段だと考えますが、導入についての見解をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  電子図書館は、いつでもどこでも利用可能であり、多忙な子育て世代

の負担軽減につながるなど、これから図書館の在り方を考える上では選

択肢の一つではあると思います。 

 しかしながら、デジタル機器の操作に不慣れな市民にとってはサービ

スが受けられないといった課題、さらには幼児期においては、例えば視

力など心身に及ぼす影響などについて考慮する必要があると考えていま

す。 

 また、新たな図書館システムを導入するには、初期費用に加え、シス

テムの維持管理費など、継続的な財政負担も生じることとなります。 

 これらのことから、現時点においては、本市が単独で電子図書システ

ムを導入するというのは考えていないところです。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  幼児期からスマホタブレットを見続けるというような懸念もあると思
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いますけども、ただ、動画を見せるというよりも電子絵本の場合は親子

のコミュニケーションであったり、文字への興味を生むとか、利用時間

のルールづくりも併せて啓発すれば小学校からのＧＩＧＡスクールへの

スムーズなリテラシー教育にもつながるという考えた方もできるんじゃ

ないかなと思います。 

 令和3年に教育委員会が市立図書館の方策について検討されておりま

す。 

 その中で、図書館機能の充実の項目で電子図書館を導入し、いつでも

どこでも利用可能するという計画をされていましたが、導入しなかった

理由は先ほど御答弁いただきました予算の面であったり、そういった面

が大きいのでしょうか。もう一度お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  御案内ありましたように電子図書館の導入について最初、市内の小中

学校を先行して行うというような記述もこのときございました。実際今

やっていないということについては、費用対効果の問題等があって、取

りつきができていないという状況であります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  分かりました。 

 今回の提案は、限られた予算の中でターゲットを幼児向けに絞るとい

う御提案でございます。あれもこれもというか電子図書ではなく、幼児

向けに絞ることで効率よく投資できるのではないかという考えでありま

す。 

 市の広報あきたかた2026年6月号にも紹介ありました先ほども一般質

問でありましたけども、学校教育推進プランの重点事業の6つの中に子

どもの読書活動の推進というのがあります。また、4月に発表されまし

た自分から進んで本を読む子どもを目標にされている第4次安芸高田市

子ども読書活動推進計画の読書環境の整備という項目では、電子図書館

についても触れられております。 

 こちらは、広島県立図書館が運営しているみんなの電子図書館の利用

というふうに記載をされております。こちらぜひ、市民の皆さんも活用

していただきたいコンテンツだと思いますけども、これ私も登録してみ

て活用してみたんですけども、幼児向けの図書が少ないのが現状で、検

索すると7冊しかない状況なんです。何でかなと思って調べると広島県

の電子図書館はコロナ禍で中高生をメインに立ち上げられた経緯があり

ますので、青少年向けや学習支援に重きをおいており、一般書や実用書

がメインとなっている状況にあります。 

 だからこそここで本市が幼児向け絵本特化型の電子図書館を打ち出せ

ば電子図書館を導入している自治体や周辺自治体との明確な差別化にも
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なりますし、子育て、教育に力を入れている電子図書、絵本のまちとし

て強力なブランディングになり移住促進にもつながると考えております。 

 一般書や実用書などは広島県の電子図書システムを利用してもらい、

市は予算を幼児向け絵本に一点集中させるという形を取れば限られた市

の予算も最も効果的に扱うこともできるのではないかと思いますが、お

考えをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  幼児向けの電子図書に特化をしてそこをやっていけばという特色が出

るのではないかという御提案だと思います。 

 確かにそういった面はございますけども、やはりシステム導入という

ことになると幼児向けのシステムを導入するので初期投資がそれだけ軽

減できるかというとやはり本体のものをしっかり組み込まないといけん

ないということで、初期費用については恐らく同じ、全体のものをやる

だけのものがかかってしまうということがあると思います。 

 ただ、その中身についてランニングの部分ではターゲットを絞ること

によってそれを抑えていくということはできるかも分かりませんけども、

全体的な部分でいきますと、やはりコストのほうは高いのかなというふ

うに感じております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  なかなか大変だという御答弁の中で、次の質問に行きにくいですけど

も、（3）に行きます。 

 音声読み上げ機能を備えた幼児向けコンテンツを導入することで、言

語発達の支援やコミュニケーション能力の向上につながると考えますが

見解をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  デジタル技術を活用した子育てあるいは教育支援の充実については、

今後その重要性が一段と高まるものと考えています。 

 御提案いただいた音声読み上げ機能を備えたデジタルコンテンツにつ

いても、視覚と聴覚を通じて直感的に言葉を学ぶことができるため、言

語やコミュニケーション能力の発達を促すツールの一つとして有効なも

のであるというふうに認識しております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  文字が読めない幼児が一人でも楽しめたり、親が家事で手が離せない

ときにも役立つよう、音声付きの電子絵本というのは可能性として大き

いと思いますし、保育園の大型モニターでデジタル絵本の読み聞かせ時

間をつくるとか、そういったことも可能性としてはできるんじゃないか



【速報版】 

 

27 

なと感じております。 

 さて、令和7年第2回定例会の一般質問で、私は全国学力・学習状況調

査の結果についてお伺いをいたしました。 

 そのとき教育長は、近年は全国平均あるいは広島県平均を下回ること

も多い状況は看過できない状態だと思っております。各学校での授業を

はじめ、家庭学習の在り方など、現状をしっかり把握するとともに学校

長との意見交換もしながら改善策を検討していきたいというふうに考え

ておりますと答弁をされております。 

 学力について看過できない状況という危機感をお持ちの中で（4）こ

の取組は、将来の学力向上にもつながると考えますが、教育長のお考え

をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  幼児期における読書活動としては、家庭や幼稚園・保育園等で紙の本

を用いた読み聞かせを行っているのが実情でございます。こうした取組

は、豊かな感性や情緒を育む上で極めて重要であるというふうに考えて

おります。 

 一方で、電子図書には音声読み上げ機能による言語発達の促進あるい

は場所や時間を選ばない利便性など、読書習慣の新たな可能性も期待さ

れます。 

 豊かな読書体験を重ね、本に親しむ習慣を身につけることは語彙力を

養い、知的好奇心を高めるなど、学力向上の土台となるものであると認

識をしております。 

 今後は、現行の紙の本の大切さというものを原点としつつ、電子図書

が幼児に与える影響等も考慮しながら、本市の子どもたちにとって最適

な読書環境の整備を進めていきたいというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  私も紙の絵本の重要性を大切だと思っております。共働きで図書館が

開いてるときに足を運べない家庭とかワンオペで大変な育児をされてい

る家庭とかに紙かデジタルかの二択じゃなくて、紙のよさを生かしつつ、

デジタルでも補完するハイブリッドな子育て環境、図書環境をつくるべ

きだと考えております。 

 ちょっとなかなか予算の面で大変というお話でしたけども、子どもた

ちの将来のための投資として導入についてのニーズ調査、限定的なトラ

イヤルから始めてみるといった前向きな柔軟性を持った対応はできない

か、再度御見解をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  現時点で幼児向けの図書というふうに限定をしますとそのコンテンツ
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が非常に少ないというような課題もあるというふうに聞いております。 

 そういったことも踏まえながら、やはりどういったニーズがあるか、

そういったところをしっかり踏まえながら、今後検討すべき課題という

ふうに考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  ここで市長にお伺いをしてみたいと思います。 

 今までの大枠2番目のやり取りを聞いていただきましたけども、市長

はどう思っておられるか、お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  私は、デジタル化があんまりついていけてない人間ですので、やはり

自分の子どもを育てているときの感覚でいうと、いないいないばあです

ね、あの本を、いないいないばあ言ったときの子どもの表情を見ながら

それを子どもが親の表情を見ながら育っていくというのが幼少期には特

に必要ではないかなというふうに思ってます。 

 一方で、そういった熊高議員の御指摘というか御提案いただいた部分

も追っていかなくてはいけない部分だとは思うんですけども、そこの関

係です。絵本を親が読んで聞かせるあるいは家族の者が読んで聞かせる

という体験は幼児にとって必要だというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  まだまだ課題があるというような印象をうけましたけども、この幼児

向け図書館の提案は単なる読書環境の整備にとどまらず、財政状況を見

据えた選択と集中の投資であり、教育長が危機感を持たれている学力向

上につながるアプローチであるという思いで御提案をさせていただきま

した。 

 子どもたちの未来の投資、子育て世代に選ばれる安芸高田市になるた

めの施策として、ぜひ前向きな研究をしていただくことを期待しまして、

次の質問に移ります。 

 3点目です。旧田んぼアート跡地の計画状況について、お伺いをいた

します。 

 令和7年第1回定例会の一般質問で旧田んぼアート跡地の利用について

お伺いをいたしました。 

 市長は、公園として整備をしていく予定で、防災機能も兼ね備えた公

園なども検討していきたい。2026年度の予算編成時期までには方針を決

定したいと述べられました。 

 令和8年第1回定例会の施政方針では、子どもたちが安心して遊ぶこと

ができる防災機能を備えた公園として整備をしてまいります。2026年度
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には官民連携による整備の可能性を探る国庫補助事業にエントリーし、

どのような方法で事業推進をするか検討して進めてまいりますと述べら

れています。 

 そこで、次の点についてお伺いをいたします。 

 （1）官民連携による整備を検討するに至った経緯と狙いについてお

伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 このプランについては、一つ一つ今手順を踏んで前に進めております。 

 先ほど補正予算のほうも御承認をいただきましたけども、そういった

形で、それも第一歩だと思っております。 

 まず、検討に至った経緯についてですけども、本市では、第3次安芸

高田市総合計画の策定過程において、子育て世代の皆さんを対象とした

ワークショップを実施をいたしました。 

 その際、参加者の皆さんの中から「安心して遊べる公園の充実」ある

いは「子育て世代が集まりやすい環境づくり」を求める多くの意見が寄

せられました。これらの市民の皆様の声を具現化するために子どもたち

が安心して遊ぶことができる防災機能を備えた公園として整備計画を進

めることといたしました。 

 これは子育てということにしてますけども、基本には誰も置き去りに

しないふるさとづくりというのを目指しておりますので、当然高齢者の

皆様、障がいを持っておられる皆様、いろんな多様な皆さんがいらっし

ゃいますので、そういった方々が集える、利用しやすい公園ということ

で目指しております。 

 次に、官民連携を導入するに至った狙いについてですけども、本市の

厳しい財政状況や限られた経営資源を有効に活用しつつ、より質の高い

施設整備を実現するためには、民間の資金やノウハウの活用が不可欠で

あると判断しました。 

 具体的には、国庫補助事業へのエントリーをすることで市独自の財政

負担を最小限に抑制しつつ、民間の柔軟な発想や活力を導入し、持続可

能で魅力ある公園整備を推進していきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  民間の資金とかノウハウを生かすという面では私もいい取組だと思っ

ております。 

 今回補正予算で審議されましたけども、官民連携手法検討調査委託料

576万円計上されまして、この予算、全額国保の民間資金等活用事業調

査費補助事業ということなんですけども、この調査でまず何を調べよう
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としているのか、伺ってみたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  今回の調査事業におきましては、地域ワークショップでありますとか

まちづくりの勉強会の開催も計画しております。 

 また、その調査の中で基本計画の策定、概算事業費の算出等も行って

まいります。 

 その調査結果を踏まえまして実際の事業方式の検討でございますとか

民間活力が活用できるかどうかというサウンディング調査も含めて実施

してまいりたいと考えております。 

 調査の結果を基に次年度以降、事業化できるかどうかについては再度

検討を進めてまいります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  簡単に言いますと、この調査で官民連携ができるかどうかの調査とい

うことだと思いますけども、例えば応募してくれそうな民間業者がいる

かなどの調査を今回されるというイメージでよろしいですか。その結果

を受けて民間事業者に手を挙げてもらい、公園の規模とかを決めて予算

を決めるという流れでよろしかったでしょうか。お伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  先ほど説明いたしました調査内容を踏まえて、議員おっしゃるとおり

のスケジュールで今後は進めていく予定でございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  補正予算の審議の中で道の駅「三矢の里あきたかた」と旧田んぼアー

トの2か所が調査事業に入るというような御答弁がありましたけども、

この2か所というのはイメージとして同じ事業者が運営するという考え

なんでしょうか。お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  事業計画では2か所を活用した民間提案を実施する予定でございます

ので、現在の想定では旧田んぼアート公園予定地を含めた、道の駅を含

む全体が事業の対象となっております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  分かりました。 
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 では、次の（2）に移ります。 

 防災機能を備えた公園整備について、官民連携による整備をしていく

に当たり、現時点で市が描いている具体的な公園の規模や機能をお伺い

いたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 旧田んぼアート跡地については、公園として整備することを基本とし

ております。現在、その具体的な整備内容について検討を進めていると

ころですけども、具体的な機能としては、本市のみならず広島広域都市

圏における広域避難場所としての位置づけも考慮しながら、防災備蓄倉

庫等の設置を計画をしております。 

 これにより、災害発生時においては、周辺市町からの避難者の受入れ

にも柔軟に対応可能な体制を整えていきたいと思います。 

 さらに、既存の防災拠点である指定避難所や「道の駅三矢の里あきた

かた」等との連携を図ることで、地域全体の防災力強化に大きく資する

施設となることを目指しております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  先日の予算決算常任委員会での議論も少しありましたけども、民間業

者が利益を追求するあまり、本来の目的である子どもたちが安心して遊

べる公園とか防災機能という不採算だが重要な部分が置き去りにされて

はいけないと思っております。 

 民間に任せっきりにするのではなく、市が、子どもたちが自由に遊べ

る公園にするというような、これだけは譲れないという強い方針を公募

されるときには掲示されるのかどうか、この点、市長の認識をお伺いい

たします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 熊高議員のおっしゃるとおりです。これは民間といいましても好きに

やっていただくというものではありません。ある程度市の思いを反映を

してもらう形での運営、提案をしていただきたいと思っておりますので、

その辺はしっかりと追及をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  市民の声として子どもたちが自由に遊べる公園が欲しいと望まれてい

る声というのは多い中で、今後、官民連携による民間事業者の打合せだ
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けでなく、実際に利用する子どもたちや保護者、地域住民などの対話も

重要だと考えております。 

 民間資金等活用事業調査費補助事業の募集要項には、民間との対話や

地方公共団体等での意思決定、議会での審議や住民との協議等、調査成

果の活用とは具体的に予定されていることと項目にあります。 

 事業を進めていくに当たり、ちょっと先ほど御答弁もあったかもしれ

ませんが、どのような協議を予定されて申請されているか、お伺いをい

たします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  地域住民等を交えた協議につきましては、調査内容のところでも冒頭

御説明いたしましたとおり、地域ワークショップでございますとか、ま

ちづくり勉強会を開催して子育て世代あるいは地域の住民の方、あるい

は市内の事業者等と意見交換をしながら事業を進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  それと防災公園ということで防災機能を備えるとなると災害時の緊急

車両の出入口や周辺道路の整備、駐車場の対策も課題になってくると思

いますけども、周辺のインフラ整備も合わせて検討していくのか、お伺

いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  そういった防災拠点にするとそういったインフラ整備も必要となって

きますので、調査段階に必要なものに対しましては必要に応じて整備を

進めていくように検討を進めてまいります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  周辺のインフラ整備、調査段階でも検討されるという御答弁だったと

思います。 

 もう一点、予算決算常任委員会の審議のときに、市長は今回の事業も

含めて市民が集える空間にしたいというお話の中で、この事業も含め、

政策統括監に指示しているというふうに御答弁がありましたけども、旧

田んぼアート跡地の事業についても政策統括監も一緒に取り組まれるの

か、この点1点お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 政策統括監ともしっかりと連携をして国の動向、情報収集等も一緒に

チームとして取り組んでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  旧田んぼアート跡地については、2020年に見直しが決定されて様々な

検討をされ、方針が変わり、現在まできております。そして今回、国庫

補助事業のエントリーをされるということで（3）この国庫補助事業へ

のエントリー状況と、今後の整備スケジュールの見通しについてお伺い

をいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 具体的には、内閣府の補助事業に採択されております。今後、この補

助事業を通じて整備計画の具体化や官民連携の手法を模索をしてまいり

ます。 

 整備スケジュールとしては2026年度中に方針を確定し、その後の予算

措置を踏まえながら実施に向けて計画的に進めていく見込みでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  予算決算常任委員会では、具体的な年数出ていましたけど、工事の着

工とか、開園目標というのは、その辺は、もう一度御答弁いただけない

でしょうか。お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  あくまで予定ですけども現時点でのスケジュール感でいいますと2030

年の開園を予定をしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  2030年開園目標ということでしたけども、2030年までのスケジュール

でもっとも懸念されている点、この点にもっとも影響を受ける点は何と

考えられているか、お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  どのスケジュールも大変に重要な役割を果たしております。特に実施

設計の部分というところは大きなウエートがあるんだろうと思います。 

 決まってしまうと後は決められたもので工事着工を準備していくよう

になると思いますんで、公募の関係あるいは業者の選定、そういったと
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ころがやっぱり大きなウエートを占めていると思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  こちらの進捗状況については、市民への情報発信はどのようなスケジ

ュールになりますでしょうか。お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  全体のスケジュールにつきまして、市民の皆様には公表できるタイミ

ングで公表していきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高(慎)議員  ここまでいろいろお聞きいたしましたけども、旧田んぼアート跡地と

いうのは見直し決定から今日に至るまで多くの市民が期待と不安を抱き

ながらその行方を見守ってきた場所でありますので、しっかり情報発信

も含めて、引き続きお願いをしたいと思います。 

 官民連携という新たな挑戦がスピード感を持って、具体的な形へ進む

ことを強く期待をしております。 

 子どもたちの笑顔があふれ、いざというときには市民の命を守るとり

でとなる周辺環境の整備も含め、名実ともに本市の新たなシンボルが一

日も早く誕生することを切に願い私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で熊高議員の質問を終わります。 

 ここで13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時５２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 8番 新田議員。 

○新 田 議 員  8番、新田和明でございます。 

 大枠2点について、市長また、教育長のほうに質問、今回させていた

だきます。 

 先ほど、同僚議員の中からＤＸ関係、かなり市長からも答弁いただい

てますけども、執行部の方には再度の答弁ということになるかもしれま

せんが、どうか御容赦いただきますようお願い申し上げます。 

 それでは、質問に入ります。 

 ＤＸ推進計画について。 

 本市ＤＸ推進計画では、デジタル技術の進展に加え、少子高齢化・人
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口減少・人材不足などの構造的課題が深刻化する中で、「誰一人取り残

されないデジタル社会の実現」を重要な位置づけとして掲げています。 

 このたび、ＤＸ推進委員会には電子通貨やファブリケーション開発、

またさらにはＩＴ関連のエンジニアとして長年携わってこられた専門職

員を県から迎え、非常に心強く思ってる次第でございます。 

 それでは、以下について市長の御見解を伺います。 

 （1）ＤＸ推進計画について4月全員協議会にて説明を受けましたが、

実行される内容等、実行計画について伺います。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  新田議員の質問にお答えいたします。 

 ＤＸ推進においては、誰一人取り残されないデジタル社会の実現を目

指し、市民サービスの向上と職員の業務効率化を推進してまいります。 

 2026年度の具体的な取組としては、市民サービスの利便性向上のため、

書かない窓口の導入などを進めております。 

 また、職員の業務効率化に向けたデジタル技術の活用としては、デジ

タル人材の確保・育成、生成ＡＩや人事システムの導入などを進めるこ

とで、業務負担の軽減と効率化を図っていきます。 

 なお、2027年度以降の事業については、ワーキング会議を担う情報化

推進委員会で実施事業を検討し、副市長をトップとするＤＸ推進本部会

議の承認を得て、実施計画に盛り込んでいく予定でおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  ということであれば市民は確実にＤＸが実感できるという形で市長、

よろしかったですか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  市民の皆様には将来的にそう感じてもらえることを目指して頑張って

おります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、次の質問に入ります。 

 行政内部のデジタル化について、令和7年第1回定例会一般質問で市民

サービスの向上と行政事務の効率化として、先ほど市長も答弁いただき

ましたが、あえてもう一度答弁いただけますでしょうか。 

 窓口業務のデジタル化・効率化を踏まえ、書かない窓口対応が必要と

訴えさせていただきました。市長は「窓口だけでなく、あらゆる事務に

おいてＤＸ推進によって業務効率化を高めていく必要があると考えてい
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る、全庁を挙げて取り組むべく、組織体制も含め検討していく」等の答

弁をされております。今後の取組方針を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 本年度からＤＸ推進に本格的に取り組んでおり、その組織体制として

企画部内にＤＸ推進課を設置をしたことに加え、5月1日には広島県から

専門人材を企画部次長として着任をいただきました。 

 また、副市長をトップとする各部局長級職員を委員とするＤＸ推進本

部を設置をし、全庁的な方針決定を行っていくこととしております。 

 さらに、ＤＸ推進本部のワーキング会議として情報化推進委員会を設

置し、各課から選出された委員がＤＸ推進のリーダー役を担い、計画の

具体的な内容の協議・検討・調整を進めていくこととしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員   ということであれば本市は恐らくデジタル庁が5年前でしたっけ、で

きたのが、国の、その後なかなか進まなくて今回、藤本市長になってさ

れるということで、この時点でも多くの自治体がさらに挑戦されとると

いうことで理解してるんですが、ということであれば本市にぴったりと

あったＤＸを入れられるというような理解でよろしいでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 今回招聘いたしました小林次長もデジシップということで県内にはも

うほとんどの市町がデジシップとして配置をされてます。そういった

方々とも月に2回協議をしている場もありますので、そういった中で、

先進地の前を走っておられる自治体の好取組とかそういった事例を参考

にしながら安芸高田市に合ってる、そういったＤＸを取り入れていきた

いというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  ということであれば現場においての指揮命令機能は全部小林次長のほ

うがされるということの理解でいいですか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 杉安副市長。 

○杉安副市長  現場での指示とかいろいろあると思います。 

 議員御指摘のように小林次長が中心となってやっていただく分が多い

と思います。 
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 たまに出てくるんですが、私がトップとしてということですけれども、

推進本部の本部長ということですので、トップとしての責任はあるとい

うふうに十分理解しながら、ただ、一人でやるわけではなくて企画部長、

そして企画部次長、そして幹部職員もいてくれますので、それぞれでこ

の現場が、現場というのは恐らく市全体のことになってきますので、そ

れが全て現場というふうに捉えるべきだろうというふうに思いますので、

それはトップそして実際に関わっていた部、専門的な立場で小林次長が

いますので、そういったところは指揮命令系統ははっきりしてますが、

それから下については、全市で、市役所の職員でこれを進めていくとい

うことであります。 

 その中でも情報化推進委員というのを決めて、これ各部から出ますの

で、そこがキー局になって各部のほうへ伝えるという仕組みを取ってい

こうと思ってます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  非常に安心しました。グループになってしっかりＤＸに取り組むと、

遅れの分をしっかり取り戻して、安芸高田市一番になっていきたいぐら

いの思いで、それは副市長いらっしゃるからと今感じさせていただきま

した。 

 では、（3）に入ります。 

 ＤＸ推進計画における基本方針②の中に、「職員が効率的に働ける職

場環境の実現」とあり、デジタル人材の確保・育成に「専門人材の確保

や外部人材の活用によりＤＸ推進体制を強化」とありました。 

 市長の御認識を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 「専門人材の確保や外部人材の活用によりＤＸ推進体制を強化」する

ことについては、ＤＸ推進を加速させる上で非常に重要であると認識を

しております。 

 先ほどの答弁と重なりますけども、今年度から企画部内にＤＸ推進課

を設置し、広島県からＤＸに関する専門知識を持つ人材を次長として招

聘をいたしました。 

 これは、庁内におけるＤＸ推進の旗振り役として、専門的な知見と経

験を生かしてもらうことを期待していろところです。また、専門人材は

決して外部に頼るだけではなく、職員自ら担っていくことも不可欠であ

ります。幹部向けの研修やＤＸ推進リーダーへの研修などを通じて、職

員のＤＸに対する意識高揚と人材育成を図り、組織全体の推進力を高め

ていく体制を構築していきたいと思ってます。 
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 これらの取組を通じて、職員がデジタル技術を最大限に活用し、市民

サービスの質の向上と行政運営の効率化を両立できる、持続可能な自治

体運営を目指してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  かなり大きく今回デジタル、このＤＸについては幅を広げられるとい

うことなんですけども、民間でどのくらいの人員を確保されるような具

体的な数字がもしあれば答弁いただけますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  民間からの人材の登用については、デジシップの職員1名で対応して

いきます。 

 幹部職員向けでございますとか職員向けの講習につきましては、適宜

外部から人材を派遣していきたいと考えております。 

 ＤＸの推進につきましては、内政といいますか、内部からそういった

人材を育成することが非常に大切だと考えておりますので、研修を充実

させて安芸高田市の職員でもＤＸのリーダーをやっていけるような人材

を育成していきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  行政内部から新たな人材を興していくということでの研修等含めてや

っていかれるということで理解させていただきました。 

 デジタル化の進展により行政サービスのインフラとしてスマートフォ

ンがどんどん活用されているという実態があります。 

 高齢者また障がいをお持ちの方、電子機器が苦手な方などへの支援体

制は今後ますます重要になってくるのではないかと考えております。 

 ここでまた少し提案なんですが、本市は国の事業を活用したデジタル

活用支援事業をもう既にされていらっしゃるんで、携帯電話教室みたい

な形で恐らくされていらっしゃるとは思うんですが、これを例えば、住

民のデジタル利用を直接支援するようなデジタル活用支援制度を導入さ

れたらどうかなということで、こちら提案なんですが、例えば本庁や支

所、窓口で困っている市民、その場でフォローするような体制を常設的

な支援体制は検討できないかということで、市長、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 本市としては、デジタル化を推進をしていく中で、市民の皆様を誰一

人取り残されることなく、その恩恵を享受できる社会を目指しておりま
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す。 

 これまでの取組としては、昨年度までは国のデジタル活用支援推進事

業の採択を受け、それを受けた事業者と連携をし、スマートフォン教室

を実施をしてきたところです。 

 また、市独自にも事業者と連携した相談会を実施し、市民の皆様のデ

ジタル利用を支援をしてまいりました。 

 このたび、デジタル活用支援推進事業が終了したこととＩＰ告知端末

である「お太助フォン」の更新に伴い、2026年度からは市の事業として

スマートフォン教室を実施することとしております。 

 これにより、今後も継続的に市民の皆様へのデジタル支援を提供して

いきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  今の携帯教室ですよね。ひょっとしたら同じ方が来られてる可能性が

あるんですが、延べ人数とか分かりますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  スマートフォン教室の延べ人数については、現在、資料を持ち合わせ

ておりません。また、後ほどさせていただきます。 

○石 飛 議 長  新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、実態をよく調べていただいて、同じ人が来られてるんであ

ればその内容を少しバージョンアップもしくは少し内容を変えてみると

か、そういうこともちょっと必要になってくるし、もしくは初めて来ら

れた人は初期入門版というような形でしっかりデジタルが得意にならな

くても使える状態に最低なれるような形で、しっかり御検討いただきた

いと思うんですが、その辺の考えもしあれば伺います。 

○石 飛 議 長  黒田企画部長。 

○黒田企画部長  おっしゃるとおりスマートフォン教室には、いろんな方が来られます

ので、そういった初めて携帯を触る方に対してはそういった教室をして

いきたいと考えております。 

 また、今年度お太助フォンを更新いたしますので、そこでお太助アプ

リの導入も検討しておりますので、そういった利用方法につきましても

幅広に市民の皆様にそういった携帯、スマートフォン等に触れていただ

くような教室のほうを目指していきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  新田議員。 

○新 田 議 員  高齢者から聞くのは、やっぱりさっきお助けフォン、言葉出ましたけ

ども、お助けフォンをどういうような形で使っていいのかと、ちょっと

不安があるということで伺っております。 
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 ＣＢＢＳが直接フォロー体制されるわけでないんであれば、市の職員

さんがこういった形で教室をされると、もしくは先ほど御提案をさせて

いただいた時々支所の何月何日この時間ならいますよ、安心して来てく

ださいとか、ああいうような形で少し変化させることも必要なんではな

いかと思うんですが、市長、どうでしょうか。 

○石 飛 議 長  藤本市長。 

○藤 本 市 長  多くの皆さんに身近で体験というか、触ってもらうということは必要

だと思います。もう既に各集会所単位に出向いて説明会をしたりという

ことも行うようにしておりますので、そういった機会があるということ

もしっかりと周知をしながら展開をしていきたいというふうに思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、次に入ります。 

 （4）基本構想が掲げる「新しい可能性を生む・まちの魅力を育む機

能」とＤＸ推進の役割をどのように整合され、連動されていくのか伺い

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 基本構想の将来像の一つである「新しい可能性を生む・まちの魅力を

育む機能」とＤＸ推進の役割は連動しております。 

 ウェブサイトやＳＮＳ等のデジタルプラットフォームを活用し、市の

魅力を効果的に発信をし、市民や市外の人々との交流を促進することで

新たな可能性の創出につなげていきたいと思います。 

 また、行政手続のオンライン化や「書かない窓口」の導入により、市

民の利便性を向上させ、地域活動や新しい挑戦に費やせる時間を創出し、

まちの活性化に貢献したいと思います。 

 さらに、人口減少下においてデジタルによる業務効率化は、限られた

リソースで質の高い行政サービスを維持する上で不可欠なことです。 

 今後デジタル技術を積極的に活用し、新しい可能性を生み、まちの魅

力を育み、環境を整備していきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  大きくまちが変わっていくというイメージを今させていただいたんで

すが、そうなってくると市民が便利になった、また、職員働きやすくな

ったと実感できるようなＤＸ、その両方を実現するためには行革の視点

が不可欠でもあると考えます。 

 ＤＸ推進計画に具体的な行革は、実は私がよう見つけなかっただけか

もしれませんが、見当たらなかった。コスト効果が示されてない、目標
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と結果の方向性が曖昧ではないかということを私は感じました。 

 行政コスト、職員の負担軽減、市民サービスの改善等がどう進んだの

か、評価する指標がなければ議会も市民も一部納得できないのではない

かと感じました。 

 直接ＤＸに恩恵というか、受けられた方はよかったねと恐らくおっし

ゃると思うんですが、そうではない方がどう体験されるかということも

ちょっと導入に関して必要ではないかと思いました。 

 成果指標と投資の費用対効果など、お考えがあればここで伺いたい思

いますが、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 杉安副市長。 

○杉安副市長   ＤＸ推進計画に具体的な行革が見当たらないというお言葉だったんで

すけれども、今、昨年度から行革の取組を進めております。 

 今、16項目上げておりますけれども、基本的にＤＸを推進するという

のはＤＸを推進すること自体が行革の中に入ると、ですから逆の意味で

捉えて私たちはそう思っております。 

 ＤＸも多種多様で、今、目標とか成果指標とか、どのようにこれを設

定していくのかというのを検討はしております。できるだけ早いうちに

お示しをしたいと思いますが、それぞれのＤＸの推進がＤＸの整備がシ

ステムであったりハードであったりソフトであったりするわけですけれ

ども、多種多様に分かれていろんなとこに影響があったりしますので、

まず目標設定とか成果指標とかはなかなか難しいと思っております。 

 ただ、ここでお伝えしておきたいのは、今ＤＸが始めたばっかりです

が、これを導入するかやっていくかどうかということになりますとこれ

は必須だろうと思います。ＤＸはやっていく必要があると思います。 

 ただ、その導入に当たっては費用がかかりますので、費用がかかる分

についてはしっかり導入する前にそれを導入すべきかどうか、そのこと

によってどういう効果が期待できるのかということをしっかりと検証し

た上で導入をしていく。 

 本年度の予算の中にもＤＸというのが項目を上げておりますので、何

か所かに出てまいりますけれども、今から導入していく、今年度費用を

かけていく分についてはしっかりその辺は導入前に必ずチェックはかけ

たいと思っております。 

 早いうちに全体のイメージを皆さんにお示しできればというふうに思

っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  具体的なイメージが湧くようにということで執行部のほうもしっかり

考えていくということで、副市長の御答弁だったと思うんです。 
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 なかなか形に表せにくいというのが事実だと思います。しかれども議

員としたらその説明があったときにしっかり話ができる環境、報告事項

であれば恐らくそういった話の行き来もできないんで、できる限り我々

もその話の中にいろんな意見も組み込みながら住民の話も組み込みなが

ら、どうか一番いいものをつくっていただきたいというのが私が思って

いる今現状でございますので、その辺もし、お考え、再度あれば副市長

お願いできますか。 

○石 飛 議 長  杉安副市長。 

○杉安副市長  繰り返しになるかもしれませんけれども、先ほど市長が言いましたよ

うに、今遅れて出発したことによって他の市町が何をしているのかとい

うのがよく分かるのも一つあります。 

 ですから、安芸高田市にとってそれがもっともベストかどうかという

のは、導入実例を見ながら検討ができるというのは最大のメリットとし

て受け止めていけると思ってます。 

 それを生かしながらなお安価に仕上げていく、それが最大の効果を上

げていく。 

 恐らく目標指標とか効果額とか数字に表す分というのは非常によく考

えないと難しいと思いますけれども、やっぱり市民の皆さんがこれが入

って、出てきて、そして自分たちが使って非常に便利がよくなったとい

う実感をしていただけるようなものに対しては、多分これはアンケート

調査とか満足度調査とか、額では表せないものもあると思いますので、

そういったものもどういう形で表に出していけるかというのはちょっと

工夫しながら効果を図っているというのがこれからの課題だと思ってお

ります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、次の質問に入ります。 

 大枠2点目です。「子どもの権利条例」の制定について。 

 昨年、令和7年第4回、昨年12月ですね、定例会の一般質問において同

僚議員より、子どもの権利をまちの中心に据えた市政運営をとの提案が

あり、本市における子ども権利条例の必要性が強く訴えられました。 

 また、市長も今年の施政方針においても子どもの意見を尊重し、その

声を市政に反映するための子ども権利条例の制定に取り組むとも明記さ

れております。 

 こうした流れを踏まえると本市が子どもの権利を保障し、子どもをま

ちづくりの主体として位置づける姿勢は、いよいよ具体的な段階に入っ

てきたと受け止めております。 

 日本大学、末冨教授の講演では、子どもの性暴力防止法を標準モデル

とした「人的リスク対応能力の強化、国際基準に基づくいじめ認定、被

害者中心主義、外部機関連携の明確化」など、子どもの権利保障に不可
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欠な視点が示されています。 

 今後、本市の条例にこれらの視点の反映について、以下の点について

御見解を伺います。 

 （1）本市が検討している「子どもの権利条例」において、子ども基

本法の理念に加え、「人的リスク対応能力の強化」や「国際基準のいじ

め防止」の視点をどのように位置づけていくのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 子どもの権利に関する施策においては、先ほど紹介いただきました

「人的リスク対応能力の強化」や「国際基準に基づくいじめの認定」の

視点が重要であると認識をしており、これらは子ども基本法の理念とも

基本的に合致するものと考えております。 

 現在、子どもの権利条例の制定に向けて担当部のほうで検討を進めて

いる段階であり、市の現状や課題、具体的な事例等を踏まえながら、多

角的な視点から最適な対応方法を模索してまいります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  この条例に明記するということは、実効性が担保できると、いわゆる

安心感を与えるというところで働く環境が違ってくるかなというところ

で私イメージしておりました。 

 再度、答弁等あれば、市長、伺えますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど、新田議員の意見等を参考にしながら条例制定に向けて取りか

かっていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次に入ります。 

 （2）いじめの国際基準（心理的攻撃・排除・うわさもいじめ）、被

害者中心主義、教職員の安全保護、外部機関連携の明確化などの視点を

条例に反映させる方向性について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長   学校現場におきましては、「被害を受けた児童生徒の立場に立つ被害

者中心主義」あるいは「警察や児童相談所等の外部機関との連携」につ

いては、国の「いじめ防止対策推進法」の規定や定義を基本としていま

す。 
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 「教職員の安全保護」につきましては、文部科学省の方針やガイドラ

インに基づき、学校における働き方改革や組織的対応の強化などにより

取り組んでおります。 

 現在、子どもの権利条例につきましては、検討を進められているとい

う段階でありまして、これらの内容をどのように反映をさせるか、市長

部局ともしっかり連携し、最適な方法を模索していきたいと思っており

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  このような責任の所在が曖昧だったら、なかなか相談窓口に相談され

るということがかえって混乱を招くということも聞いたこともございま

すし、私もそのように認識しております。 

 市・学校・ＰＴＡの役割と責任、また条例がもしも最悪難しい場合は

ガイドラインとしてどういうような方向性を示していきますというのを

ここでもし答弁できれば伺えますか、教育長。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  現在、市のホームページにおきまして、いじめや不登校に係る相談窓

口としまして、教育支援センターあるいは学校教育課、各校のスクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーを紹介しているところです。 

 いずれの相談窓口におきましても、教育委員会が学校と連携しながら

いじめ問題の解決に努めていきます。条例への反映という部分について

は、これから市長部局と連携をして検討を進めてまいりたいと思ってお

ります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  御検討するいうことであったんですが、ちょっと御紹介させていただ

こうと思うんですが、新潟市では「迷ったら校長に報告する」「いじ

り・からかいは容認しない・判断しない」、要は勝手に判断しないとい

うことですね、教職員がですね。「気になる事案は全て報告する」即日

校長に報告する仕組みを制度化し、明確なルール化をすることで、子ど

もたちや職員が守られることにつながっているとのことでありました。 

 こうした取組を通じて重大事案にしない考えについて御見解を伺いま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  本市においても広島県の是正指導以来、校長への報告・連絡・相談は

厳しく指導を続けているところです。 

 各校において「いじめ防止基本方針」を定めておりまして、いじめや

いじめにつながりそうな事案の気づきも含めて、いじめ防止委員会で協
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議するなど、管理職へ報告する仕組みをつくっているところです。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 （3）です。「子どもの権利条例」が理念条例にとどまらず、実効性

のある条例となるためにどのような要素を盛り込むべきかと考えていら

っしゃるのか、御認識を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 子どもの権利条例を理念条例にとどめず、実効性を高めるためには、

条例に基づく取組を実施する際の各関係機関の役割や仕組みを明確に規

定することが必要と捉えています。 

 例えば、いじめや虐待の早期発見・対応においては、学校や地域、関

係機関との役割、それぞれが連携する仕組み、子どもの意見の反映にお

いては、子どもが自ら意見を表明できる機会の保障、その声を市政に反

映する手続などを盛り込むことが考えられます。 

 いずれにせよ、子どもの権利条例において、どのような内容をどのよ

うに規定をしていくかは、市の現状や課題、具体的な事例も踏まえた検

討が必要と考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  先ほど、教育長からも説明いただいたんですが、校長にもう既に学校

内であったことは教職員報告しているということだったんですが、この

報告をどのような形で次、解決に向かってされているのかということを、

申し訳ないです、1個、ここで答弁いただいてもいいですか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  本市の学校におきましても、いじめあるいはいじめにつながる事案の

認知もれゼロということを目指しております。 

 どんなささいな状況であってもそういったことを見逃さずにきちんと

学校、組織を上げてそれを認知し、対応できる体制というのを目指して

いるところです。 

 ですので、通常いろいろいじめにつながりそうな嫌なことを言われる

とかされるとか、そういった事案も学校のほうからはしっかりと上がっ

てきて、学校教育課のほうでそれを取りまとめをすると。 

 もちろんいじめと認知できるあるいは重大案件につながる、そういっ

たものについては、教育委員会からまた県のほうに報告を上げる、そう

いう仕組みをもって対応しているところでございます。 
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○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、（4）に入ります。 

 いじめ・性暴力事案に関する責任の整理と外部専門家の活用について。 

 本市では「いじめ防止基本方針」を定めていますが、特に子ども同士

の性暴力事案では、被害者支援と同時に加害側の責任の取扱いをどのよ

うに整理するのかが極めて重要となります。 

 そこで、いじめ・性暴力事案に関する責任の整理と外部専門家の活用

について伺います。 

 ①責任の明確化について。 

 性暴力の被害が生じた場合、被害者支援と加害者の責任をどのように

整理し、どの組織が最終判断を行うのか、御見解を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  学校現場におきましては、児童生徒間で性暴力事案が生起した場合、

問題解決の責任は学校及び設置者である教育委員会にございます。 

 被害者支援については、被害児童生徒のプライバシー保護と心身のケ

アを最優先に確保した上で、不利益を被ることがないように支援をいた

します。 

 具体的には、学校に相談窓口を設置したり、継続的な観察を行うなど

の内容です。 

 加害側の責任につきましては、事実に即して加害側の背景や問題性を

正確に把握し、必要があれば関係機関と連携をしながら、指導等を講じ

てまいります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  ②に入ります。 

 外部専門家・外部機関の判断活用について。 

 性暴力事案は、学校や教育委員会のみで判断するのではなく、経験と

知見を有する外部機関・専門家の判断を適切に活用する必要があると考

えます。御見解を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  議員御指摘のとおり、事案によっては福祉担当部局をはじめとする市

長部局あるいは警察や専門家など、外部機関との連携を視野に入れて判

断を適切に行っていく必要があると考えており、その方針で取組を進め

てまいりたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  第三者機関をきちんと設置されるということで理解をしたんですけど
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も、被害者支援、加害者側の責任、最終判断の主体を明確にしなければ

対応が遅れるということも恐らくあるんではないかと想像しております。 

 これは、市の自治体としての関係性、どうそれを取り扱うというとこ

ろで、市のルールが必要ではないかという形で私は感じております。 

 全てを自治体が最後は引き受けると、最終的に責任を取るなど、しっ

かりとがちがちにやらないと校長や教職員の責任になってしまうという

ところを考えていただきたいと思います。 

 自治体の方針、方向性を定めることで全てが守られることがあるので

はないでしょうか。 

 ここは市長に伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 そのような事案が、事実が学校現場で実際に起きた場合には、当然の

こととして市もあらゆる関係機関と協力しながら解決に向けて責任を持

って対応していく必要があると思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、最終的には安芸高田が、市のほうが最終決着というか窓口

になるということの考えでよろしかったでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  案件にもよるとは思うんですけども、市もしっかりと最後まで責任を

持って対応していこうと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  本日、新聞の記事にも載ってましたが、16歳以下へのＳＮＳの制限を

する国が増えたということで一部紹介がありました。 

 ここからは、ちょっと教育機関ということで伺いたいんですが、教育

関係者による子どもへの性暴力が県内でも発生しております。残念なが

ら後を絶たないというのが現状であります。 

 2026年12月25日に施行されるちょっと長い法律なんですが、学校設置

者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等のため

の措置に関する法律、いわゆるこども性暴力防止法について伺います。 

 この法律は、子どもの権利を守る上で最重要の法整備であり、特に、

教職員や関係機関職員など、子どもに関わる大人による性暴力を未然に

防ぐため、安全確保措置を徹底することが求められている内容であると

私は理解しております。 
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 そこで伺います。 

 本市としてこの法律の趣旨をどのように受け止め、学校や関係機関に

おける安全確保をまたどのように進めていくのか、御見解を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  教育委員会としましては、子どもが性暴力の被害に遭うということは

絶対にあってはならないことだと捉えています。 

 安全確保につきましては、密室や一対一での指導を避けること、不必

要な身体接触を避けること、児童生徒を自家用車に校長の許可なく同乗

させないこと、児童生徒とのＳＮＳでのやり取りをしないことなど、性

暴力のきっかけとなるような行為に対して厳しく禁止をしています。 

 また、任用段階で教員免許失効の履歴があるかどうかというチェック

もしているところです。 

 今後、その法律のほうも施行されますので、性暴力の履歴の有無につ

いて、国で統一した新しいチェックシステムが導入されるというふうに

聞いておりますので、そこらもしっかりチェックをしながら取り組んで

いきたいというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  これは市長、ガイドラインつくられたらどうですかね。要は性善説で

はなくて、もうルールをつくってうちの教育はこういう形で守られた教

育でやるんだという決意の文が要るんではないかというふうに、これを

読めば読むほどそう感じるんですね。我々の時代ともう時代は全く変わ

っているんで、その辺を含めて市長、見解があれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 この法律が子どもの権利を守る上で大変重要なものであるという認識

には変わりはありません。よって、福祉部局をはじめ、教育委員会とも

しっかりと連携をしながら性暴力の未然防止のための安全確保措置を徹

底していきたいと思います。 

 その上で、ガイドライン等いうのも参考にはしたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  最後に伺いたいんですが、自治体は全ての子どもの命・安全・尊厳そ

して幸福を最優先に保障する責務を担っていると思います。いじめ、性

暴力、虐待、その他あらゆる人的リスクから子どもを守る行政の努力義

務ではなく、市としての大きな使命ではないんでしょうか。 

 本市が目指すべきは、子どもの声が埋もれず、危険が見逃されること
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なく、支援が途切れない、子ども最優先の自治体にしていく、そのため

に市としてどのように責務を果たし、体制整備を進めていくのか、最後、

これ市長見解を伺いたいのですが。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 自治体として、こども基本法に掲げられている6つの基本理念を実現

するため、こどもたちの現状、取り巻く環境を改めてよく把握し、課題

を把握し、整理し、そのために必要な施策や仕組みを体制整備をしっか

りと進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  以上で私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で新田議員の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 14番 金行議員。 

○金 行 議 員  14番、金行哲昭でございます。 

 通告どおり公共施設についてとふれあいセンターこうだについて、旧

小田東保育所について、大枠3点質問させていただきます。 

 まず初めに、公共施設について質問させていただきます。 

 総合管理計画では、2015年から20年で公共施設の延床面積を30％以上

削減するという目標が掲げられておりました。また、2022年には改訂を

行い、さらに2025年に新たな管理計画も設定されました。 

 また、2026年3月にもいろいろな科目ごとの会計されたのを3月に出さ

れております。 

 そこについて、以下のことを質問させていただきます。 

 1番としまして、公共施設廃止スケジュールの達成率について、その

時点までの現状維持を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  金行議員の質問にお答えいたします。 

 公共施設の延べ床面積30％以上の削減という目標に関しましては、

2015年の計画策定以来、段階的に進めてきたところです。 

 2024年度末時点での実績としては、目標の30％削減に対して約14.8％

の削減率となっており、着実に推移をしております。 

 2025年度末時点での進捗率については現在、決算に向けて整理を行っ

ている段階ですので、決算報告の際に公表したいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 
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 金行議員。 

○金 行 議 員  2024年末までに14.8％ということで順調とは思うこともいいんですが、

着実に2034年までには総延指数は今まだ新たに2034年までゆくとも出て

おります。 

 2番目の質問に行きます。 

 この目的ですか、目標を達成するには今まで辛苦していろいろなこと

も考慮しながらやってきましたが、市長、何が問題なのか、何ができな

いのかいうところをやっぱりものを取りやめるいうことは非常に住民か

らもいろいろ出てくると思うんですが、そうであっても人口減の中、財

政が厳しい中に、利用数は変化し減っている、人口は減っている中にや

はり公共施設をどうするかいうのは考えていかねばいけないと思うんで

すが、市長の思いをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  公共施設の削減に関しては、その公共施設、建設当時の歴史あるいは

利用者の思い、いろんな歴史等複雑にあります。 

 そういった中で、先ほどありましたようにこれから先どうしても削減

としていく道は通ってはいけない道なので、まず、目標達成に向けての

課題として、公共施設の廃止を進める際には、地域住民や施設利用者の

皆さんをはじめ、多様な関係者の皆さんと合意形成をしっかりと取って

いくことが必要であると認識をしております。 

 そのため、丁寧でかつ誠実な説明を心がけ、関係者の皆様の御理解と

御納得をいただきながら、着実に目標の達成に向けて推進をしていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  そうですね、合意形成ですよ。といっても、そこの施設がある住民は、

はいはい、やりましょうとは言わんですよ。私も言わんと思いますが、

それではまた将来の人口減に対しての全ての財政を考えるとここは納得

と説得をする義務いうんですかね、根性いうんですかね、必要と思いま

すよ。市長、どう思いますか。お答えください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  計画を進める上では最終的には納得をいただけなくては進められませ

ん。とはいっても、先ほど言いましたようにいろんな思いのあるそれぞ

れの施設ですので、そこは時間をかけても丁寧にやっていく必要がある

ということで、今もここ数年ですね、一つ一つ整理をしていっておりま

す。 

 まだこれからも進めていかなくてはいけませんけども、効率化、複合
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化、いろんな形で提案をしながら最終的には市民の皆さんに100％とは

いかないとは思いますけども、おおよそのところで合意をいただけるよ

うに取り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  理解しました。議員も全部じゃありませんかも分からんが、私は努力

をしましょう。 

 3番目に行きます。 

 今後残す施設の価値を高めることも必要と考えます。2番目に言った

ことに倒さにゃいけんいうこともあるんですが、これをどうしても残す

んなら価値観を少しでも利用率いうのを高める必要があると思います。 

 熊高さんとこの質問で出とる官民連携、ＰＰＰとかＰＦＩかな、ああ

いうものを利用していうこともあるんですが、その点、3番の高めるい

うことの認識はあるかちょっと聞かせてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 御指摘のとおり、今後、公共施設の適正化を進める中で、単に公共施

設の削減を進めるだけではなくて、残す施設の価値向上も重要であると

考えています。 

 施設の機能集約や利用者の利便性の向上を図るとともに、効率的な運

営体制の構築や計画的な更新を推進することで、市民の皆様にとって必

要かつ有益な公共サービスを安定的に提供できるよう努めていきたいと

思います。 

 これにより、施設の役割を一層明確化し、その価値を高めていきたい

と考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  今、市長の言ったように必要なのは必要なんですね。明確にしてやり

ましょう。撤去するのは撤去、納得してやっていきましょう。 

 2番目のふれあいセンターこうだについて、質問していきます。 

 このふれあいセンターこうだの件は、3月の定例会で産業厚生常任委

員会で非常に長く厳しく皆さんからも意見を聞いて、私も言いました。

いうことでやらせていただいたんですが、引き続きいうんですか、ちょ

っと質問としてここで書いてありますように、ふれあいセンターこうだ

は旧甲田町の福祉の中核施設として、途切れないことのない福祉サービ

スを目的として運営された。 

 2004年3月の本市合併後、これまで社会福祉協議会が管理・運営して
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いました当該施設は、4月1日に廃止されることになりました。これは今

言いましたように3月の定例会で施設廃止に至るまでの条例で廃止する

いうことは理解はしております。今さら理解しとらんことは言いません。

私も賛成した男ですから。 

 その中で、1問目に行きます。 

 この施設の維持管理を、社会教育との関係は廃止するいう条例が出ま

したからそれは知っとんですが、この施設の管理をどのように、建物を

どのように管理するのかとどのように考えておられるか、1問目にお聞

きします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 ふれあいセンターこうだについては、2025年度末の閉館後、施設の有

効利用と維持管理ができる譲渡先の検討を今行っております。譲渡先が

決まるまでの間は、生け垣の枝木が近隣住宅に迷惑にならないよう、市

のほうで責任を持って管理をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  検討していくいうことですよね、まあ、そうでしょうて、検討してな

いそのままはい、あの建物を壊すいうわけにもいきませんしね。いきま

せんし言うて市長が壊す言うてるなら壊さないけんでしょうが、そうい

うわけにはいきませんよね、一議員としては。 

 これこそ、2番も出てくるんですが、2番にいきましょうか。2番に議

長、行かせてもらいます。 

 地域と協議し、民間提案制度により企業誘致ということも大いにある

と思うんですよ。初めに言いましたＰＰＰ、官民連携、ＰＦＩ等々の活

用をしてどうにか考えていかにゃいけんのじゃないですか、ね、市長、

本気で。ここはパルパという甲田町唯一のスーパーがある隣なんですよ。

地域発展、吉田町、吉田のまちの中心じゃなし甲田の中心のとこなんで

すよ。答弁お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 実は、現在協議を進めている団体があります。その候補先、候補が受

入れが困難となった場合には、先ほど金行議員の御指摘のあった民間提

案制度による企業誘致も今後の利活用の選択肢の一つになると思います。 

 当面は、現在の協議を進めている相手方との協議を見守りたいと思い

ます。 

 以上です。 
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○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  協議を進めてくださっとるいうことは非常にいいことで、一つのそれ

で駄目だから駄目ですじゃなしに、とにかく今私がえっと知らんように

官民連携とか民間提案制度とか、いろいろある知恵を出してこの制度に

もフリー型でもうするか提案型でもうするかいう行政のほうでもいろい

ろ策はあるんでしょう。 

 これは私も聞いた中でいろいろな策を考えて、こういう目的でやって

くださいとか、お宅のほうで官民をやってくださいいうことですから、

市長、何もなかったじゃあ済ませませんよ。 

 3番目の質問に行きます。 

 旧小田東保育所について、お聞きします。 

 旧小田東保育所は、公共施設廃止スケジュールによると民間売却が優

先とかなんかいうていろいろ地元としてもうわさは聞いとります。あこ

がどうなるじゃいうのは聞いとります。まだそれは決定してないんです

が、旧小田東保育所の跡地は、以前からあこは猫が時々入ったりしよる、

草は生えてきよるよいうことは聞いてますので、あれについてお聞きし

ます。 

 旧小田東保育所の解体されると思うんですけど、解体されて、あと、

どうなるのか、まず1番目にあれをお聞きします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 旧小田東保育所の解体については、今年8月より解体工事に着手をす

る予定で準備を現在進めております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  これはもう、解体のほうは前の予算でも出とったですよね、私もそう

いう認識ありますが、じゃけえもう解体するいうことは決まって。 

 2番目に行きます。 

 解体後の管理体制、管理はどのようになっているのですか。かなり決

まってるんですか、それとも今考え中か、お聞きします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 施設の解体後は、国土交通省三次河川国道事務所吉田流域治水出張所

の移転先として活用いただく予定です。用地の売買時期を含め、詳細な

事項については現在協議中となっております。 

 今後、正式な売買契約が成立し、土地の引渡しが行われた時点から国
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の管理となりますけども、それまでの間は市が責任をもって管理をいた

します。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  これは今、答弁もらいましたが、吉田の国土事務所があこへきてやる

ということは、オーケーですよね、そう言われましたので。あの敷地は

かなり広うございますよ。それは全部を利用してくださるのか、一部で

すか、お聞きしましょう。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  土地の広さについては、それも含めて現在、国交省と協議中です。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  全体を買ってもろうていうても国土省だったらあまり収入にはならん

ですよね、安芸高田市の。そりゃ、それがええ悪いは別としましてよ。

それはそれでよろしいんですが、今のところそれも含めて話をしている

いうことですが、地域のうわさではもう何かが来られるんやいうことは

聞いておるんですが、これは地域には説明か何かそれらしきことはやら

れたんですか。地域の人には。 

○石 飛 議 長  新谷総務部長。 

○新谷総務部長  地域の方への説明につきましては、5月下旬ぐらいから小田東地域振

興会をはじめとして、甲田12区のほうに回らせていただきました。 

 また、隣接するお家のほうには戸別に説明のほうに伺ったところです。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員   今、5月のほうから云々ということであって、まだ反応的にはよい印

象ですか、悪いいうことはないと思います。どういう印象でございまし

たか。 

○石 飛 議 長  新谷総務部長。 

○新谷総務部長  反応につきましては、特段悪いということは伺っておりませんという

ような答弁になるかと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  有効利用ですね、あこに長いこと置いてもらっとくより、地域の人も

あこへ来られたほうがいいと思いますが、そうなるとちょっといらんこ

と思い出しました。今日、山本君の一般質問であの地域が、私も知っと

んですよ。つかったいうことがありましたよね、そこらを踏まえてやっ

ぱり大土川ですかね、あこも一般質問は入ってないんですが、そういう
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ことも考えながら進めてください。 

 ということで、私の3点の質問は終わらせてもらうんですが、私の言

いました公共施設については、まだまだこれは説得と納得がいると思い

ますし、ふれあいこうだのことは、はいはい、壊すじゃなしに、あこは

一番甲田としても一番大事なところです。何か知恵を出して、また、ち

ょっと言うんですが、官民連携と民間提案も入れながらやっていきたい

と思いますので、お願いはしはせんのですが一緒にやっていきましょう。 

 一般質問、終わります。 

○石 飛 議 長  以上で金行議員の質問を終わります。 

 おおむね1時間が経過しましたので、ここで14時15分まで休憩といた

します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後２時０５分 休憩 

午後２時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 13番 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  13番、宍戸邦夫でございます。 

 通告をしております2項目にわたりまして市長、教育長に質問をいた

します。 

 まず、市長に防災啓発についてお伺いいたします。 

 防災につきましては、これまで私も何回か質問をしております。12年

くらい前にもしたこともありますし、この3月には自主防災組織につい

て質問をしております。そのときの答弁も市長にもいただいております。 

 近年、地震、火事など、これまでの想定を超える各種自然災害が全国

的に発生しています。安全で安心して暮らせるまちづくりのために、市

民の安全確保のための条件整備をさらに進めることが必要ですが、災害

を完全に予測することは技術的にも難しいことですし、自然災害を人間

の力で防ぐには限界があります。自然には逆らえない状況の中にあって

は、受ける被害を最小限にとどめるために、行政はもちろん、私たち一

人一人が日頃から防災意識を持つことが大切です。その意識を持ち、高

めるための市民に対する啓発をどのように考え、取り組むのかお伺いい

たします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  宍戸議員の質問にお答えをいたします。 

 御指摘のとおり、被害を最小限に抑えるためには市民一人一人の防災

意識を高め、平時から災害への心構えをしていくことが重要だと考えて

います。 
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 そのために、広報誌やホームページ、ＳＮＳによる啓発や情報発信の

ほか、防災講演会、高等学校等での防災研修などを行っています。さら

に、11月19日を「備蓄の日」と定め、備蓄の重要性を啓発しているとこ

ろです。 

 また、市民の防災意識は地域や環境により大きく異なると感じていま

す。そこで、広く一般的な啓発に加え、地域や自主防災組織、各種団体

などの個々の状況に応じた研修や訓練に力を入れてまいります。 

 これらの取組を通じて、行政だけでなく市民全体で災害に備える体制

づくりに努めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  今の市長の答弁、完璧な答弁だと思います。 

 ただ、最終的には行政が頑張っても市民の知識がないとまた経験とい

うのはあまりありません。ですから、当面知識として得るということが

私は大事なんじゃないかと。知識がないのに応用はできないということ

だと思います。 

 そして経験がないのに災害を想定するということは大変難しい。特に、

安芸高田市はこれまで幸いなことに大災害という甚大な災害、受けた人

には甚大な災害ではあっても、安芸高田市全体として甚大な災害を受け

たということはこれまであまり聞いておりません。 

 よって、安心して暮らせる安芸高田市というふうには思っております

が、現在のこの災害、国も新たな防災気象情報を取り入れて情報発表す

る、そういう状況にもありますし、これまで想定外の災害が全国的にも

あるわけですね。 

 そういうことを考えたときには、やはり私たち市民というのがあまり

心配してなく、平素、安心して暮らしているというふうにも思うんです。 

 先ほど言いましたように災害はどのような形でこれから来るかもしれ

ません。南海トラフ地震も起きるんじゃなかというふうなこともありま

すし、このことが安芸高田市にどれだけ影響するのかということも全く

分かりません。そういうことがあってやっぱり市民一人一人が防災とい

うことについての知識をまず得る、その知識を得るためには行政として

何ができるのかということをやはり行政として、責務として考えるべき

だろうというふうに思います。そういうことで、私は質問をしたわけで

す。 

 先ほど、市長が答弁されたのは、総論的なものがありましたが、具体

的なものもありました。私が思うのに、今、安芸高田市も人口が減って

おるといいながら、よそから安芸高田市の市民として定住される人もい

らっしゃるわけです。そういう人たちはどういう災害がここで過去あっ

たとか、そしてどのような災害が今自分が住んでいるところで起きてい
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るのか、来るのかということが全く無知という状況にある人もおられま

す。 

 そして、災害があったときにどこへ逃げたらいいのかいうのも全く分

からないという方もいらっしゃるわけで、長い間定住しておられる方は

まあまあ状況を判断できますが、そういう方もいらっしゃるということ

で、新たな情報の発信といいますか、啓発というものを新たな市民のた

めにも情報提供していくための啓発をしていくということです。 

 一番大事なところが安芸高田市もこれまで起きた災害以外に様々な災

害のパターンというものを想像して自分自身の身を自分で守るという備

えを進めるべきだろうと、こういうふうに思います。 

 そうは言いましても子ども、そして障がいを持つ方、高齢者、いろい

ろな方がいらっしゃいますので、自分で自分の身を守ることが難しいと

いう方も多くいらっしゃいますので、総合的にやはり啓発というものを

進めていくべきだろうと思います。 

 そこで私が申し上げたいのは、先ほど言いましたように市民として新

たに定住をされる方、そして市から市外へやむなく移住をされる方、そ

ういう方もいらっしゃると思いますが、よそへ移住される方については

そこで住んだところがどういう災害が起きるのかということも住んだ段

階で、また住む前から知識として把握しておくことも大事なのかなと思

います。 

 そこで、私が思うのに、そういう住民異動をされるところの窓口で防

災のパンフレットみたいなようなものをそこへちょっと配ってみるとか

いうのも大事だと思うんです。 

 実は、広島県が、これ広島県全体、「みんなで減災」県民総ぐるみ運

動というので、災害から命を守るための行動というパンフレットがある

んですけど、そういうものを安芸高田市バージョンでつくって配ってい

って、地域として認識してしていただくという手法が取れるのかどうか、

お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 今住んでる方に自分が住んでるところがどういう状況かというのをお

知らせする点では、2024年に土砂災害警戒区域内の全ての世帯に対し、

避難すべき区域であることを通知をしたところです。 

 また、転入転出の方に対して、今の時点でのそういった注意喚起等を

するリーフレット、パンフレットみたいなものを配ってはどうかという

ことですけども、それも含めて考えていけばいいなというふうに思って

ます。 

 紹介ありましたように災害が少ないエリアですんで、市民の皆さんに

やっぱり防災の関心が低いというのは現実的にあると思います。 
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 そういった意味でそういった防災意識のまだ低い方への啓発というの

も難しいですけども、折を見て地域へ出向いていくなり、いろんな形で

啓発はしていきたいというふうに思っております。 

 先ほどのリーフレットについては、ちょっと参考にさせていただきた

いと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  3月の一般質問のときに自主防災組織について質問させていただきま

したが、組織率は100％でないわけですね。自主防災組織をつくってお

られるところについては、ある程度の知識としてみんなでその地域の住

民がみんなで災害の状況とかこれまでの歴史とか、起きたときにどうす

るかというのは考えていらっしゃるんでしょうが、組織化されてない地

域に住む方が、よそから来られた人が多いんじゃないかと思うんですね。

そういうことからして、入ってこられたときに安全で安心して暮らして

いただけるような心配りをやはり行政としていけば、市長がおっしゃっ

ている温かいまちづくりになるんではないかというふうにも思います。 

 次の質問に移ります。これは教育長にお伺いいたします。 

 防災教育について。 

 教育の基本の一つとして、病気、災害、事故などから命を守るために

知識を身につけることは大切です。学校における防災教育について具体

的な取組をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  子どもたちが生涯にわたって安全に行動ができる力を養うため、各小

中学校では、学習指導要領に基づき、社会科での防災学習や保健体育科

での感染症予防などの知識習得を図っております。 

 防災教育に関する学校の具体的な取組としては、地域で起こり得る災

害を想定した避難方法の学習、あるいは地震や火事などを想定した避難

訓練を年2回以上実施をしております。また、11月5日を中心に先ほど紹

介のありました「広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動」の一環と

して、一斉地震防災訓練を実施をしております。 

 訓練後には、各学校において学校安全計画あるいは危機管理マニュア

ルの見直しを行っており、今後も、災害や病気から自らの命を守るため

の教育のさらなる充実に努めてまいりたいと思います。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  防災というのは幅が、私も考えてみるとすごく広いんですよ。全てに

わたる、生きていく中で全体に関わってくる問題なんですよね。 

 特に小学校、中学校で教育するに当たっては、子どもたちが大きくな

ったときに市内へ残ってくれればありがたいですが、そうはいかない。
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やはり全国各地、世界へ出ていく可能性が高いわけですよね。 

 ですから、この安芸高田市だけの現状を頭の中に入れて教育していっ

ても、これはこれとして大事なんですけど、自分が今生きておるところ

がどういう状況かというのは大事ですし、災害はどういうふうにして身

を守るのかということも大事なんですけど、全国各地でも広いわけで、

ここでは地震がありませんが、少ないですが、よそで大きな地震に巻き

込まれることもありましょうし、水害で被害を受ける地域もあります。

また、台風で被害を受ける、いろんな状況が地域によって全国幅広くあ

りますよね。 

 そういうことを考えたときに、全国どこへ行って住んでも、生きても、

自分の守る、自分自身の体を守るということを当面知識として学校教育

の中で教えるということは基本的に私は学力といいますか、生きる学力

といいますか、算数ができる、国語ができるというのも大事なんですが、

それ以上に大事だというふうに思いますので、そこらについてこれは今、

教育長が答弁されましたが、これは安芸高田市の現状の気象環境とか災

害環境の中で教えようとしているのか、全国バージョンで教えていこう

としてるのか、そこらをお聞きいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  先ほどの答弁の中にもありましたが、小学校、中学校では、例えば社

会科の授業とか、そういったところを通じて発達の段階に応じた安全教

育というのをしております。これはもちろん全国規模での話です。 

 小学校であれば例えば、安全に行動することの大切さ、それから交通

安全とか災害の安全に関する様々な危険の要因、それから事故等の事例

を参照しながら防災について理解をするというような段階。 

 中学校でいいますと、地域の安全上の課題を踏まえて交通事故や犯罪

の実情、それから災害発生のメカニズムの基礎、様々な地域の災害事例、

そういったことから日頃の備えの大切さ、あるいは助け合いの大切さを

理解する、そういったことを目標に安全教育を行われております。 

 安芸高田市においてはということで、それらを踏まえた上で各学校の

ある地域で地理的状況等も違ってまいります。 

 例えば、大きな川、江の川等に接しておる地域であればここが浸水区

域であるというようなことがじかに分かりますので、そういったことも

取り入れた内容。崖地が近くにあるということになればその崖崩れとい

うことを想定をした避難はどうあるべきかといったそういった内容、そ

ういったところを各学校のほうでは地域に応じたものを取り入れて訓練

あるいは教育の中にそれをしているというところでございます。 

 基本的なところについては、小学校、中学校においても社会科、理科

の学習などで地形の成りたちであるとかも含めて学習をしておると、そ

ういった状況でございます。 
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○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  先ほど申しましたが、災害というのはどこでどういう状況で災害に遭

うか分からないような状況ですので、そこらは学校教育として今、安芸

高田市に住んでいる環境の中での思いの中での防災教育も大事なんです

けれども、それ以上に幅広く社会に出たときの自分の身を守るための知

識を得るための最大限の努力を教育としてしていただければというふう

に思うんですね。 

 これは学校教育だけで防災教育ができるものじゃないわけで、そうい

うことで最初に市長に質問したんですけど、家庭で、話の中でこういう

災害があったとか、保護者がやっぱり認識をした防災に対する知識を得

て、それが子どもに伝わっていくということも大事なので、学校教育と

して保護者を教育するというのは大変難しいとは思いますが、子どもの

教育を通じて保護者のＰＴＡの会議とか、そういうふうなところへもこ

ういう教育をしていますということをやはり伝える場があったほうがい

いのだと私は思うのです。 

 そういう場があるのかないのか、なかったらこれからどうするか、そ

こらを教育長、お聞きいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  御指摘いただきますように学校としてＰＴＡ等を巻き込んだ研修であ

るとか、そういったところというのは、現在あんまりされていないのか

なというふうに思います。 

 確実に状況を把握しておるわけではありませんけども、その部分につ

いては、また、これまで一般市民を対象にした防災に関わるそういった

取組についてもしっかり啓発をしていきながら、保護者としてそういっ

たことが何かできるか、ＰＴＡとしてどういうことができるか、そうい

ったことも少し検討してまいりたいと思います。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  それでは、以上で私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、宍戸議員の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 2番 佐々木議員。 

○佐々木議員  2番、佐々木智之です。 

 通告に基づき、大枠1点、お聞きします。 

 安芸高田市のごみ処理についてお伺いします。 

 本市に関わるごみ処理については、大きな転換期を迎えていると認識

しています。 

 処理施設の老朽化に伴い、広域処理か施設建て替えかといった今後の
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方向性、それに伴う財政的な負担、自治体の未来としてサーキュラーエ

コノミーの実現など、検討しなければならないことが多岐にわたると考

えます。 

 令和8年第1回定例会でも同僚議員が一般質問をしていますが、この4

月に国のペースも変化しておりますので、これらを踏まえ、以下の3点

についてお伺いします。 

 （1）本市のごみ処理の評価と課題について。 

 ①本市が策定している地球温暖化対策実行計画（区域施策編）67ペー

ジにある食品ロスの削減は具体的にどのような活動によってＣＯ２削減

につながっているか伺います。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  佐々木議員の質問にお答えいたします。 

 市民が必要な量だけ食品を購入し、期限内の消費を実践することで販

売者の余剰仕入れや廃棄食品の焼却を抑制することにつながると思って

おります。食品の生産の運搬、包装材の製造・焼却に伴うＣＯ２を削減

できるものと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  先ほど答弁いただいた内容の中で、本市として既に取り組んでおられ

ることがあれば教えてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 北森市民部長。 

○北森市民部長  食品ロス削減に関しましては、消費者の方の意識改革が大変重要にな

るというふうに考えております。 

 そのため市では、啓発活動を積極的に行い、行動変容につながるよう

取り組んでいるところです。 

 具体的には、大人のためのごみ見学会やきれいセンターや地域での分

別説明会、コンポストバック講習会など、実施をする中で様々なそうい

った食品ロス削減も含めたごみの削減についての啓発活動を行っていま

す。 

 また、昨年度は広報紙のほうで特集記事のほうも掲載させていただい

たところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  次の質問に移ります。 

 ②本市が策定している第2次安芸高田市環境基本計画67ページに推進

体制がありますが、今年度から組織体制も変わり環境政策課に組織変更
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しています。また、本計画は10年の期間の中で、状況によって今年度で

の見直しを行うとあります。見直しの必要性についてどのようにお考え

をしているか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 第2次環境基本計画は、2021年度（令和3年度）から2030年度（令和12

年度）までの10年間を計画期間としておりますけども、社会情勢や環境

行政を取り巻く状況の変化に対応するため、今年度を中間見直しの時期

として位置づけております。 

 地球温暖化対策や脱炭素化の推進、国・県の環境施策との整合、市の

新たな総合計画との整合を図り、実効性の高い計画とすることを目的と

して、今年度改定を行ってまいります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  2026年度当初予算の審査の際に、同僚議員の質疑に対して答弁もあり

ましたが、ごみ処理については今年度、啓発や議事録の公開など、計画

の見直しについての積極的な公開などを改善していくということでした

けども、現時点、方針がありましたら伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 北森市民部長。 

○北森市民部長  ただいまの御質疑はごみ処理の今後の方針ということでよろしいです

か、基本計画。 

 ただいま、今後のごみ処理の基本計画につきましては、三次市、それ

から北広島町、安芸高田市のほうで協議を重ねているところでございま

す。 

 まだ今、いろんな視点を踏まえて議論をしている途中でございますの

で、現段階でまだ新しくお知らせできることはないんですけれども、そ

の辺りがはっきりしました段階で速やかに皆様のほうに御報告のほうは

させていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  すみません、自分の伝え方が悪かったです。環境基本計画の啓発や議

事録の公開について、当初予算審査の際に答弁があったので、それにつ

いてお答えいただければと思います。 

○石 飛 議 長  北森市民部長。 

○北森市民部長  本年度、見直しのほうをいたしますので、それも踏まえた上でその内

容をお知らせをできるようにしていきたいと思います。 
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 今現在すぐに現在の今あります計画の内容をお知らせする準備のほう

ができているわけではありませんけれども、この改定をする中において

周知のほうを行っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  失礼いたしました。同じく当初予算審査の際に、この計画の見直しに

ついては上位計画である広島県の環境基本計画の見直しと整合性を図る

というふうな答弁があったと思います。 

 広島県の環境基本計画の策定は10月を予定していて、今、骨子案等の

協議をしているというふうに自分は確認をしているんですけども、安芸

高田市の計画は10月以降に計画を策定するのか、それとも広島県の計画

と並行して進めていくのか伺います。 

○石 飛 議 長  北森市民部長。 

○北森市民部長  安芸高田市の計画ですけれども、改訂業務の委託事業者のほうが決ま

りましたので、スケジュールのほうを今月、詰めていく予定となってお

ります。 

 その中で、先ほどありました県の基本計画ができるのを待たずして安

芸高田市のほうも並行して進めていきたいと思います。その中では、十

分に県の環境基本計画の内容を確認した上で安芸高田市のほうも並行し

て進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  並行して進めるとの答弁安心しました。 

 次の質問に入ります。 

 （2）水分量が多いごみの分別について。 

 本市は、芸北広域環境施設（きれいセンター）へ可燃ごみを出してい

ます。その中には、水分量の多い生ごみや高分子吸水ポリマー（ＳＡＰ）

が含まれた紙おむつ類があり、近年ではペットの家族化に伴いペットシ

ーツなども増加しているという認識です。 

 これらは水分を含んでいることで重量があるため運搬コストに影響し、

燃やすためにエネルギーを多く使用、さらには燃焼による急激な温度上

昇により施設を傷めるといった要因になるという特徴があります。それ

らの特徴を持つごみについて、以下の点を伺います。 

 ①人口減少が進む中、現行の焼却体制を維持することの財政的リスク

をどのように捉えているかお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 人口減少によりごみの総量も減少が見込まれる一方で、こうした重く

て水分の多いごみの割合が高い場合、燃焼効率の低下や運搬コスト増大

が財政負担を増やすリスクがあると思っております。 

 これらの課題に対応するためには、ごみの分別強化やごみ減量化の促

進、リサイクルの推進によって焼却ごみの量や質の改善を図ることが求

められます。 

 また、効率的な運搬・焼却体制の見直しや施設の適正な維持管理も重

要な課題となっています。 

 以上のようなことから、持続可能なごみ処理体制の構築に向け、今後

のごみ処理事業の在り方について検討を重ねているところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  次の質問に移ります。 

 ②サーキュラーエコノミーの導入による焼却量の削減を、今後のごみ

処理基本計画の見直しの際、市としてどのように関わっていくか、また

周知広報をどのように進めていくか、市の方針を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 芸北広域環境施設組合が策定をしておりますごみ処理基本計画は、本

年度改訂を予定をしております。 

 計画の見直しにおいては、構成市町の一員として積極的に参画をして、

リデュースやリユースの推進といった循環型の取組による焼却量の削減

について、本市の実情や課題を十分に反映をさせていきたいと考えてい

ます。 

 焼却量の削減は施設整備だけで達成できるものではなく、市民の皆さ

んや事業者の皆さんの理解と協力が不可欠です。 

 見直し後の計画の内容について、広報誌やホームページ、出前講座な

ど様々な機会を活用し、市民の皆様に分かりやすく伝え、理解促進に努

めてまいりたいと思います。 

 引き続き、芸北広域環境施設組合と連携をしながら、循環型社会の実

現に向けて焼却量の削減を推進してまいります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  続いて、生ごみについてお伺いします。 

 次の質問に移ります。 

 ③第2次安芸高田市環境基本計画の58ページ、生ごみ処理機購入への

助成とありますが、これまでの実績と評価をお伺いします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 2004年度（平成16年度）から2022年度（令和4年度）までの助成台数

は1,199台、助成金の総額は2,115万7,472円となっております。 

 これには、コンポスト容器への助成も含まれております。しかし、補

助の効果は限定的でありまして、処理機を導入しても芸北広域環境施設

組合への負担金の減少にはつながりませんでした。また、使用者からは

電気代の負担が大きいという声も寄せられております。 

 このため、補助事業の継続を評価するには至らず、本事業は2022年度

（令和4年度）をもって終了したところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  第1回定例会のときに同僚議員のほうも一般質問のほうで伺っていた

かなと思うんですけども、そのときにも電気のコンポストもやはり効果

が薄いというところとあと臭い、騒音というところがあるという使用者

の声があってというところと、あとは堆肥化しようとしても野生動物に

食べられてしまうという理由などもあって、いろいろ理由があって進ま

なかったのかなというところで理解しているんですけども、やはり市民

一人一人が取り組んでいく、そしてその先のアウトプット、それから活

用する先がないとやはり広がらないのかなというふうにも個人的には感

じています。 

 次の質問に移ります。 

 2025年に可燃ごみの袋がリニューアルし、啓発として分別したけど燃

やすしかないごみ袋と袋に記されるようになりました。 

 市民の自発的な行動変容を促すナッジとしての有効な取組だと思いま

すが、この取組を加速するためにもう少し分別を進める考えがないか伺

います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 ごみの分別の種類を増やすことについては、ごみの資源化と減量化に

おいて非常に効果的な施策と思っております。その一方で、市民の分別

負担が増加することあるいは分別回収に伴う収集頻度の増加によって収

集運搬コストの増大が懸念されるため、慎重な検討が必要だとも思って

おります。 

 今後の分別の在り方としては、これまで燃えるごみとして扱われてい

たリサイクルマークのない洗面器やハンガーなどのプラスチック類を分

別収集の対象に拡大することや衣類の回収についても検討していきたい
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と考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  可燃ごみのところ以外にも分別の少し前向きに進められる方策あると

いうところで伺いました。 

 次の質問に移ります。 

 ⑤高分子吸水ポリマー（ＳＡＰ）を含むごみについて、過去に実証事

業として紙おむつのペレット化を実施されていましたが、実証での評価

と課題について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 2019年度（令和元年度）に当時の環境生活課と芸北広域環境施設組合

が実施した紙おむつ資源化装置実証実験のことだと認識しておりますけ

ども、これは紙おむつをプラスチックと紙から構成されるＲＰＦ固形燃

料の原料に分解・生成する装置を市内の介護福祉施設に16日間設置し、

原料の生成状況等を検証したものです。 

 課題としては、生成された原料がすすの発生により専用ボイラーでし

か使用できないことや塩分濃度が高い場合は固形燃料としての使用が困

難であること、さらには施設での機械運転に伴う人員確保や電気代の負

担が大きいことが挙げられました。 

 これらのことから、実際の施設への導入は困難であるとの評価が出た

ように伺っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  自分も幾つか紙おむつのリサイクル手法というのは理解しているんで

すけども、過去にやられた実験というところが現在につながっていない

というところで、難しい部分があったんだなというところを今伺ったと

ころです。 

 次の（3）に移ります。 

 今後の取組について。 

 先日、栃木県芳賀郡茂木町の美土里館という施設を視察いたしました。

美土里館は、生ごみや落ち葉、町の有機質資源を「美土里たいひ」とし

て資源化し、地域の農業へ還元する「地域資源循環型社会」の先駆的な

成功モデルです。 

 そこには、過去の産業によって町民に落ち葉を収集する習慣や文化が

あり、その習慣をうまく継続していく形で地域のコミュニティ醸成にも

つなげていました。 
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 この事例は環境省の参考事例にも出ているんですけども、それを参考

にしながら、以下の点について伺います。 

 ①芸北広域環境施設の負担金はごみの排出量で案分されています。人

口が減るとごみの量も減り、処理コストも減っていくように見えますが、

現状、芸北広域環境施設組合の資料によるとごみ量は人口減に比べると

あまり減少していないというところが現状で、逆に負担額の人口割とし

ては増えていることになります。 

 ごみ量を減量化していくことで負担が減ることにつながりますが、今

後さらに取り組む計画について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在の処理経費の削減だけではなく、将来のごみ処理施設の建設費の

削減にもつながることから、ごみの減量は急務だと考えています。 

 有機資源物のたい肥化は、環境負荷の軽減や持続可能な地域づくりに

向けて研究する価値があるとも考えておりますけども、分別体制の整備

やコスト面、衛生管理、需給バランスなど、複数の課題について慎重に

検討を進めていく必要があるとも考えております。 

 本市としては、きれいセンターに持ち込むごみを当面減らすことを第

一に考え、地域回収拠点の整備、リユースの一層の推進、分別徹底によ

るリサイクル運動に一層取り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  長い目で見てごみを減らすことはとても大切だと思いますし、ごみを

減らすことにつながる暮らし自体を促していくというところが長期的な

視点で必要になってくるのではないかと考えています。 

 実際、今よりも分別数が増えるというところは、市民にとって不便を

感じるところはあるかもしれないんですけども、少しずつ、その少しの

不便を許容しながら持続可能な暮らしを行うこと、それが大切な意識な

のではないかなというふうに思いますし、これが都市部よりも安芸高田

市というこういった地域的には可能なんじゃないかなというふうに考え

ています。 

 次の質問に移ります。 

 先述の事例では、市民のコミュニティ醸成にも寄与していましたが、

単なるごみ減量にとどまらず、地域コミュニティの活性化や資源循環の

観点から、先ほども答弁であったような活動というところを地域に広げ

るような取組も模索できると考えますが、考えをお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 御指摘のとおり、地域資源循環型社会の取組は単なる廃棄物の減量・

リサイクルにとどまらず、住民参加型の資源循環システムの構築や地域

農業・経済との連携強化など、多面的に地域コミュニティの活性化や持

続可能な地域づくりに寄与すると考えられます。 

 本市においても、地域資源を生かした「地域密着型の循環型社会」の

構築に向けて、まずは地域資源の実態把握や仕組みの在り方について調

査・研究を進めていきたいと考えます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  先ほどありました研究という観点から提案させていただきます。 

 紙おむつについての国の事業についてです。 

 次の質問に移ります。 

 まず、市内の実情を知るために環境省が展開している「使用済紙おむ

つの再生利用等に関する自治体伴走支援事業」という補助事業がありま

すが、こちらに取り組むことができるか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 「使用済おむつの再生利用等に関する自治体伴走支援事業」への取組

についてですけども、本事業は使用済みの紙おむつの再生利用の導入を

検討している全国の地方公共団体を支援することを目的として、環境省

が実施をしております。 

 なお、本年度の応募期間は既に終了しており、これは5月18日までで

したので、現在は募集を受け付けておりません。 

 一方で、紙おむつのリサイクル事業は全国的に様々な手法で進められ

ており、芸北広域環境施設組合でも一部取組が実施をされております。 

 したがって、この取組の拡大や新たな手法による使用済みおむつの再

生利用について検討を進めることには十分な価値があると考えておりま

す。 

 今後、環境省などの支援制度が再開される可能性も踏まえ、引き続き

情報収集をしていきたいと考えています。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員   自分も環境省に確認したんですけども、これ令和7年度、昨年度は6月

から8月にかけて追加募集があったんですけども、今年度に関しては4月

にガイドラインが変更して、導入自治体というところを100自治体から

150自治体に増やすという方針が出されたことにもつながって、追加募
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集というところがないというふうに、1次募集でたくさんの応募があっ

たというふうに伺っております。 

 追加募集がないということは、それほど全国的にテーマとして重要だ

と感じている市町が増えたと言えるのではないかなと思います。 

 安芸高田市の環境基本条例の第15条に市は環境の保全に関する施策を

適正に実施するため、環境の状況を把握するとともに、必要な測定等の

体制を整え、環境保全に関する事項について情報収集に努めるとともに

環境に係る調査、研究等を実施し、その成果の普及に努めるものとする

とあります。 

 実際、日本全体を見れば45種類以上に分別して、リサイクル率を80％

を超える自治体も存在しています。難しいかもしれないけど、できない

ことではないというふうに感じています。 

 最後に、今後の安芸高田市がごみ処理についてどのように向き合って

いくかを伺って、自分の一般質問を終了します。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 当市は、北広島町と一緒に芸北広域環境施設組合を構成しております。

そこの運用を第一に考えながら、当然そこにはランニングコストがこれ

からも発生をしてまいります。そのランニングコストをいかに抑えるか、

広域処理も含めて今、本当に岐路に立っていると思います。 

 この方向性が今年度、もうしばらくすると方向性を出していかなくて

はいけない時期に来ておりますので、その状況を見ながら持続可能なご

み処理が可能なまちになりますようにリユースあるいはリサイクル、そ

の辺のところも含めて力を入れていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  これで私の一般質問を終了します。 

○石 飛 議 長  以上で、佐々木議員の質問を終わります。 

 おおむね１時間が経過しましたので、換気のため、ここで15時15分ま

で休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時０２分 休憩 

午後 ３時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 15番、秋田議員。 

○秋 田 議 員  15番、秋田雅朝でございます。 
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 通告に基づきまして、大枠1点についてお伺いをいたします。くしく

も本日のラストバッターとなってしまいました。大変皆様方にはお疲れ

とは存じますが、もう少しほどお付き合いのほどよろしくお願いいたし

ます。 

 では、大枠1点。 

 今後のまちづくりの視点についてという点について質問に入らせてい

ただきます。 

 令和8年3月に、本市の「まちづくりの羅針盤」となる第3次安芸高田

市総合計画が策定されました。 

 この計画の基本にあるのは「暮らしの安心や持続可能な地域づくり」

であり、市長の思いとして「つくることが目的ではなく、実行して結果

を出し、未来をつくるためにある」とされていることに私も同感でござ

いますし、この総合計画を今後の施策展開が本市の未来につながるもの

と認識いたしております。 

 そうした観点から、総合計画を中心に以下の点についてお伺いをいた

します。 

 大枠（1）点目でございます。 

 新たな担い手としての交流・関係人口の創出についてでございます。 

 令和7年第2回定例会の一般質問において、6項目の施策の取組をお伺

いしましたが、その中で最後の質問として「今後の展開について」をお

伺いし、答弁として「次期総合計画において、関係人口の増加に向けた

施策を明確に位置づけ、その上で取り組んでいこうと考えています」と

いうことでございました。 

 そうしたことを踏まえまして、改めて以下の点についてお伺いいたし

ます。 

 ①でございます。基本計画の中で「安芸高田市のファンの拡大」がご

ざいますが、今後、どのような取組で拡大を図っていかれるのか所見を

お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  秋田議員の質問にお答えいたします。 

 安芸高田ファンの拡大に向けては、毛利元就にゆかりのある歴史文化

や伝統芸能である「ひろしま安芸高田神楽」さらには「サンフレッチェ

広島」との連携など、多様な地域資源を活用し、市内外からの関心を高

め、交流を促進してまいります。 

 具体的には、歴史や文化を紹介するイベントや体験プログラムの開催、

神楽公演や祭りといった伝統芸能への参加推進、スポーツイベントやト

ップチームの応援活動、市民参加型の交流イベントなどを通じて、様々

な世代や地域の人々が地域に親しみを感じられる機会を創出してまいり

ます。 
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 また、市の魅力を発信するためにＳＮＳ等を活用した情報発信も強化

し、関係人口の増加を図っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  今、答弁として様々な取組のことを答弁していただきました。 

 1点、私のほうは総合計画に基づいて横断的な政策手段としてはファ

ンの拡大で移住・定住の促進を図ると、それには今、市長いろいろおっ

しゃったこともそれに加味されると思うんですが、並行して安芸高田ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略で、その中に若者に選ばれるまちづくり

というのがございます。掲げてございますが、この若者に選ばれるまち

づくりについて、これはまた違った角度でのファンの拡大につながるん

ではないかと思うんですが、そこら辺りはどのようにお考えでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  若者に関する点ですけども、やはり今、安芸高田市にいる若者も当然

ですけども、関係人口等で訪れていただく市外の若者の方々にもこの安

芸高田市の魅力を感じていただき、それが行く行くは定住してもらえる

ようなことにつなげていかなくてはいけないと思ってます。 

 今回、整備を予定してます田んぼ跡地の公園についても単なる公園整

備だけではなく、空き家の対策、そういった紹介のゾーンとか、そうい

ったものも一体的に整備をして安芸高田市の魅力を感じてもらえる、発

信できる施設として道の駅と田んぼアート跡地をブラッシュアップして

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  しっかり魅力を発信していただきながら、ぜひとも若者に選ばれるま

ちを、市長じゃなくて私たち議員も一緒に目指していきたいというふう

に思います。 

 次の質問に移ります。 

 総合計画の重点プロジェクトに「第2のふるさとづくり」を掲げられ、

その一つとして関係人口がございますが、第2のふるさとづくりの実現

に向けての想定、市長の想定、今されてる点について所見をお伺いした

いと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 総合計画の重点プロジェクト「第2のふるさとづくり」においては、

関係人口の創出と拡大を重要な柱としています。 
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 具体的には、道の駅などの拠点施設を活用した「関係人口相談窓口」

を整備をし、地域と人との継続的なつながりや縁を生み出す新しい「場」

をつくることを想定をしております。 

 この取組により「1万人が一度訪れるまち」ではなく、「100人が100

回訪れたくなるまち」づくりを目指したいと思ってます。 

 単なる観光案内所とは異なり、地域と多様で深いつながりを築き、地

域活性化や経済の振興にも寄与することが期待をされております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁いただきました1万人が一回訪れるまちではなく、100人

が100回、また訪れたくなるまちづくりを推進されると。 

 後ほど質問はさせていただきますが、道の駅の窓口設置についてござ

いました。 

 私が思う重要なことという点については、検討方針にも記載があるん

ですが、行政主導ではなく、官民連携によるプロジェクトを検討という

部分がございましたけども、こうしたプロジェクト、もう既に立ち上が

っているかそこらがちょっと分かってないんですが、検討をしっかりさ

れる予定があるのかどうか、再度お伺いをしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  こういったことを進める上では、行政だけではやっぱり限界がありま

すし、広がりがないというのも現実です。 

 そういった意味で民間の力、アイデア、活力を利用してこのプロジェ

クトを前に進めていきたいというふうには思っております。今回の公園

もその一つであります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  次の質問に移ります。 

 ③の「第2のふるさとづくり」で、財政への影響として「寄附額の増

加」がございますが、「ふるさと納税」は本市における重要な財源確保

であると皆さん認識をされていると思います。その中で目標指数の年次

的な想定等について、所見があったらお伺いをしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 「第2のふるさとづくり」における寄附額の増加は、市の重要な財源

確保の柱として位置づけられております。 

 ふるさと納税の推進については、寄附件数及び寄附額の増加の両面を
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追って取り組んでいきたいと思っております。 

 総合計画の重点プロジェクトにおける数値目標では、個人版ふるさと

納税寄附件数は、2024年度に6,542件、2028年度に1万件を目標とし、段

階的に増加させる計画でおります。 

 また、企業版ふるさと納税についても、2024年度に4件を、2028年度

には15件以上の寄附件数を目標としております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  数値的な答弁をいただきましたけれども、質問させていただきました

趣旨として、交流人口、関係人口の創出拡大により安芸高田市に興味を

持ち、移住を検討する入り口戦略と位置づけ、目標達成により最終的に

は財政への影響として寄附額の増加につながるという見解だというふう

に認識いたします。 

 この寄附額の増加、今、数値はおっしゃいましたけれども、今後、そ

れが増加に向かって、もちろん取り組まれていくと思うんですが、そこ

ら辺りの想定はどのように思っておるんでしょうか、お伺いをいたしま

す。 

○石 飛 議 長  黒田企画部長。 

○黒田企画部長  ふるさと納税につきましては、先ほど答弁ございましたように総合計

画の中で目標件数と目標額を設定しておりますので、そちらに向けて取

組を進めていきたいと考えております。 

 具体的には、昨年度、中間事業者の変更を行いましたので、今年度新

たな中間事業者でふるさと納税事業がスタートしております。個人版ふ

るさと納税に関しては、新たな事業者でスタートしております。 

 その中の主な取組として、1つ目として、安芸高田市の魅力を伝える

返礼品ということで、これまでも市内の事業者の増加あるいは寄附商品

の増加に取り組んでまいりましたけれども、今年度は新たに人気のある

鶏肉でございますとか、米の商品について寄附者のニーズ、いわゆる定

期便が欲しいとか、そういったニーズも高まってきておりますので、そ

ういった返礼品の対応もしてまいりたいと考えております。 

 2つ目といたしまして、現在、体験型の観光も最近はやっております

ので、現地決済型の体験型返礼品の創設も図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 また、3つ目といたしましては、広告事業、これまであまり広告事業

を実施してきていなかったのですけれども、昨年度、広告事業をした結

果、ある程度実績が見込まれたので、今年度は広告事業にも力を入れて

いきたいと考えております。 

 最後に、安芸高田市の宝でありますサンフレッチェ広島と提携いたし

まして、新たな返礼品の創出にも取り組んでいきたいということで、4
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つの新規事業で目標額達成に向けて今年度は実施してまいりたいと考え

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  4つの目標を基に取り組んでいくということなので、ぜひとも効果が

生まれるように頑張っていただきたいというふうに思います。 

 では、次の質問に移ります。 

 ④です。「関係人口・移住希望者とつながる拠点づくり」として、コ

ンシェルジュを配置し、種々の相談に対応できる体制を「道の駅等の拠

点施設」に整備される計画について、お伺いするものでございます。 

 まず、アとして、現在の状況についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 道の駅等の拠点施設を活用した関係人口相談窓口の整備においては、

現在、コンシェルジュが未配置の状況にあります。 

 この取組は、道の駅等の拠点施設を単なる観光・交流の場としてだけ

でなく、市内外の人々が地域と継続して関わりを持つ関係人口の創出拠

点として活用することを目的としております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  現在は未配置ということで、これを質問させてもらうときに前に何か

この話があったかなというふうなちょっと自分なりの想像をしたもので、

今、答弁いただきました。未配置でございます。 

 次の質問に移ります。 

 イとして、今後の想定、お考え、そこら辺りについてお伺いをしたい

と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 コンシェルジュの配置については、国の事業を活用し、道の駅及び旧

田んぼアート公園予定地を一体的に整備する調査事業に沿って進めてい

く予定です。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  コンシェルジュの配置について、もう説明があったかどうかちょっと

私も覚えてない、忘れてるんですが、まず、人的な配置、そこら辺りが
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どうなってるのか、お伺いをしてみたいと思うんですが、どのように想

定をされているのか、お伺いしてみたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田企画部長。 

○黒田企画部長  コンシェルジュの配置につきましては、道の駅の三矢の里あきたかた

を想定しておりまして、こちらを選んだ理由といたしましては年間100

万人の来訪者があり、うち、その7割近くが市外からの方であることか

ら観光拠点だけでなくて交流拠点にするにも最適な場所であるというふ

うに判断して道の駅にコンシェルジュの配置をしていきたいと考えてお

ります。 

 現在、人的配置につきましては、先ほどから申しておりますように国

の事業の進捗を見ながら人的配置についても検討を進めてまいりたいと

考えます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  では、次の質問に移らせていただきます。 

 （2）の「活躍人口」創出の取組についてということでお伺いしたい

と思います。 

 中国地方の地域づくりの指針となる「中国圏広域地方計画」の原案が

2026年度からの10年間を期間としてまとまったという新聞報道がござい

ました。 

 本計画における「活躍人口」とは、定住・交流・関係人口に区分され

ている人々の中でも地域の力になる人を指し、人口減少や高齢化が進む

中で、定住の有無にかかわらず地域のために活躍する人のことを指すと

されております。 

 原案策定に関して国交省・自治体・経済団体の協議会で「持続可能な

地域づくり」、ここなんですね、持続可能な地域づくりに向け「活躍人

口」という新たな定義を設けて事業展開する必要があるというふうに判

断されています。 

 報道によりますと「実現のためには、まず多くの人に計画を知っても

らい、地域の資源や魅力を見詰め直してもらうことが重要」というよう

なことがございました。 

 このような活躍人口の創出に取り組んでいくことは、本市の総合計画

の実現に大きく寄与するのではないかということで検討されてはどうか

ということを質問させていただいとるんですが、見解についてお伺いを

いたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 本市の総合計画においても人口減少や高齢化が進行する中、地域運営

の担い手を確保するため、関係人口や移住・定住人口の創出を通じ、地

域に関わる人材を増やすことを主要な取組として位置づけています。 

 これは「定住の有無にかかわらず地域のために活躍する人」を指す

「活躍人口」の創出に合致するものであり、本市が目指す「持続可能な

地域づくり」に向け、有効であると認識をしております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  今、担い手の確保であったり人材を増やしたりということで、本市に

とっては有効な手段だというふうに答弁をいただきました。 

 これを質問した経緯で、まずは何と言ってもさっき言った持続可能な

地域づくりを目指す広域計画ということで、その計画というのを調べて

みましたけれども、これは中国圏広域地方計画協議会の資料として出て

おりました。60ページぐらいの資料になっておりますんで、今、私が質

問させていただいとる関係人口の部分で言うと第4部に中国圏における

主要なプロジェクト、施策等というのがございまして、その中に多様な

関係人口の拡大、深化による活躍人口の創出というのがございました。 

 内容では、まずは、つながりをサポートする機能、かかわりしろの充

実、強化（仕組みづくり）。それから二地域居住等の促進の強化、大都

市圏へ田舎暮らしへの魅力について情報発信を行うというようなことが

書いてございました。 

 こういうところが本市の関係人口創出への取組につながるのではとい

うふうに思っております。 

 また、もう一点としてコミュニティ創出、拠点等の整備（場づくり）

の中でデジタルを活用した地域のニーズの情報発信や関係人口マッチン

グ、関係人口の活動の見える化等、オンラインでの場づくりを推進する

とされている点など、ここも本市の今後の活動指針となるんではないか

と考えて。 

 もう一点としてつながりサポーター、コミュニティサポーターの育成

（人づくり）というのがございました。 

 関係案内人、これが地域に関係人口を呼びこむため、地域と関係人口

を結びつける役割、さっきのコンシェルジュいうのがこれに近いんじゃ

ないかなというふうな思いがしておりますんで、こうしたことでしっか

り広域地方計画等の活用をしていただきながら進めていただきたいとい

うことで質問させていただきましたんで、ぜひともまだまだ今からいろ

んなことが出てくるんかも分かりませんが、それは必ず本市にとっても

たよりになるということで申し添えをさせていただきまして、次の質問

に移らせていただきます。 

 3番目、地域振興組織への若者の参画の促進についてのほうに移らせ

ていただきます。 
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 本市においては合併以来、市民と行政による協働のまちづくりが推進

されてきましたが、現況では、地域振興会活動において、若者の参加や

意思決定の場が十分整っていない状況があるというふうに、これは総合

計画に少し書いてございましたけれども、思われ、課題として、新たな

挑戦を生み出す仕組みづくりが不足していると総合計画でも述べられて

います。 

 そうした点を踏まえまして次の点をお伺いしたいと思います。 

 ①でございます。若年層を中心に地域振興組織の存在を知らない市民

の割合が高いため、活動内容が十分に知られておらず、参画機会が限定

されている課題に対する取組について、今後の見解について、市長にお

伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 総合計画重点プロジェクトの「市民が暮らしやすいまちづくり」にお

いては、地域振興組織への若者参画促進を重要な課題として位置づけて

おります。 

 現状、市民アンケート調査の結果から、若者をはじめ多くの市民が地

域振興組織の存在や活動内容を十分に認知をしておらず、そのため参画

の機会が限定されている実態が明らかになっています。 

 この課題の解決に向け、現在は県の事業を活用し、地域ワークショッ

プを開催して地域の課題抽出に努めており、集落支援員も積極的に参加

をしてもらっております。 

 今後は、ワークショップで得られた意見や課題を地域振興組織と共有

しながら、集落支援員同士で意見交換を重ねることで若者を含む多様な

市民の地域活動への参加を促し、地域振興組織の活動の活性化につなげ

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  また総合計画を引っ張り出すんですが、地域振興組織の活動を継続的

に支援が主要取組だというふうにも記述してございます。 

 今、市長はワークショップであったり課題を抽出してそれに取り組ん

でいくんだということがございました。 

 令和8年度当初予算でまちづくり助成金というのが予算計上されまし

たけども、事業内容としては人材育成につながる活動など、自主的なま

ちづくり活動を行う団体への助成金で応援するとされておられます。も

ちろん私も当初予算に賛成したわけですが、この部分で予算額がどうと

こうというよりも支援のほう、助成金で応援するという部分については、

しっかりこれからもそこのところは強調していただきながら、さらには
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総合計画でもございますように若者をはじめ市民が意思決定や新たな挑

戦に参画できる仕組みを整えるとされている。 

 私はこの部分を充実させていく必要があると思います。もちろん、さ

っき答弁いただいたワークショップであったりしていろいろな意見を抽

出しながら取り組んでいく、そこには通じるんだろうと思うんですが、

新たな挑戦に参画できる仕組み、そこら辺りは、じゃあどんなことを想

定すればいいのだろうかというふうに思うわけでございますが、そこら

辺り、市長、答弁いただけるでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  昨今のまちづくりの助成金の申請内容というか事業内容を見せてもら

うと、本当若い人がいろんな形でまちづくり、安芸高田市を盛り上げよ

うという内容での事業が多くなっているように思います。 

 そういった意味でこの制度はうまく今は回っているんではないかなと

思いますんで、そういったところをもう少し制度的に使いやすいような

ものにするとか、実際に利用してもらってる団体さんからの意見を聞き

ながらそういった補助金をしっかりと活用していく体制をつくりたいな

と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  少しちょっと難しいかも分からんですが、いわゆる若者の意志や新た

な挑戦に参画できる仕組みを整えるというのは、それは若者だけじゃな

いかも分からん、全体の振興会活動かも分かりませんけれども、そこら

辺りもしっかり今後に向けて提示されていくべきではないかと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  黒田企画部長。 

○黒田企画部長  現在、地域振興会の取組といたしまして、県と市が連携して進めるサ

ポート事業のほうを実施して様々な取組を行っているところでございま

す。 

 例えば、先般、新聞にも出ましたが高宮町の船木振興会では、ゆめカ

フェということを開催されて地域住民でありますとか地域外の方々との

交流事業を実施されております。 

 また、美土里町の本郷地域におきましては、星空観察会というのを計

画されておりまして、そういった観察会を通して交流人口とか関係人口

の創出も図っていきたいと考えておられます。 

 その他の地域におかれましても、現在協議を進めておりますアンケー

ト調査の結果などに基づきまして地域の実態把握や若者の参加しやすい

活動を模索している段階でございますので、そういった取組が地域住民

の信頼と協力を深める活動であるというふうに考えております。 

 現在、32振興会のうち10振興会がこの支援を受けて、ワークショップ
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を進めている段階ではございますけれども、まちづくり助成金を含めて

地域が元気になる、関係人口が増加するような取組を引き続き県等と連

携して進めてまいりたいと考えます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  今、答弁をいただきました高宮の船木のゆめ広場でした、コーヒーい

ただきながら音楽を聴いて、私もそれに参加して、もう一人議員さんも

参加してるところで、確かに盛会でございました。 

 はっきり言って船木というよりも船木以外の方も集まられて、しかも

若い方じゃなかったです。年配の方もいらっしゃったし、もちろん若い

子どもさんもいらっしゃったし、そうした活動が広がっていけば確かに

若者も参画できる取組、地域づくりになるんだろうということで、そこ

ら辺りの支援は行政も金銭的になるかも分からないんですが、しっかり

していただきたいということで申し添えさせていただいて、次の質問に

移らせていただきます。 

 ②の市民の参画意識を高め、共助による持続的なまちづくりとソーシ

ャル・キャピタル（生活・地域・社会を支える目に見えない絆や基盤と

しての社会関係資本）の向上を推進することについて、具体的な取組の

見解についてお伺いをしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 本市としましては、地域振興組織を中心に若者をはじめとする多様な

世代が、意思決定や新たな挑戦に参画できる仕組みを整備していきたい

と思っています。 

 これには、市民相互の結びつきであるソーシャル・キャピタルの向上

が不可欠であると認識をしており、集落支援員の適切な配置や各種イベ

ント・ワークショップの開催を通じた「顔の見える交流の場」の提供、

そして、さらには広報活動の充実による組織の認知度向上に努めていき

たいと思っています。 

 加えて、まちづくり助成金の交付による自主的な活動への支援や企業

との連携による新たな交流の促進により、市民間の信頼と協力をさらに

深め、地域社会の基盤となるソーシャル・キャピタルの醸成に寄与して

いきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  答弁いただきましたソーシャル・キャピタルの市長、向上、顔が見え

る取組ですね、そうしたことを中心にやっていくんだということで、ま
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た総合計画出しますと、これはネットワーク信頼行動規範について20年

後の目標値を掲げてございまして、具体的には20年後の目標値は現況以

上とされていると、なかなか現況以上というのは私は大きなハードルじ

ゃないかなと思うんですけども、私が注目したいのは行動規範の充実と

いうことで、住民同士の協力関係を構築していくという観点でございま

す。 

 さらには、困ったときに相談できる人が身近にいるということが一定

の傾向は見られないにしても、そういう前提の下でございますが、18歳

から39歳でもっとも高い傾向にあるということが書いてございます。 

 こうした点を注視しながら若者参画の促進につなげるという今後の取

組の中心として検討していくことが肝要ではないかというふうに私は考

えるのですが、再度、今の私の意見に対して市長の見解をお伺いをいた

します。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 私も同感でありますんで、そのような思いを基に進めていきたいとい

うふうに思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  次の質問に移ります。 

 （4）の集落支援員の配置における今後のまちづくりについてでござ

います。 

 本年4月に昨年からの継続による市内の6町ごとに集落支援員の配置が

決まり、既に任務を遂行されていると認識しております。配置における

事業内容は各支所での相談体制の強化、地域振興会組織などのサポート

を行うとされてございます。 

 「第3次安芸高田市総合計画」でも住民自治のまちづくりに集落支援

員の活用が位置づけられており、今後のまちづくりに大いに私は期待す

るものでございますが、人員配置の確定により改めて次の点についてを

お伺いをいたします。 

 まず1点目でございます。配置後3か月が経過しましたが、毎月、支援

員との会合を開かれていると認識しています。この会合で得られた意見

について現況を踏まえ、今後これをどう生かされているのか市長にお伺

いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 新年度を迎え、集落支援員6名がそろい、これまでに2回の定例会議を
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開催をいたしました。 

 会議では、各支援員の活動内容が報告され、意見交換や業務の共有が

行われたほか、新たな体制でともに取り組む生活支援コーディネーター

との顔合わせも実施をされました。 

 現在、支援員は活動を開始したばかりで、地域ごとに抱える課題や特

徴も多様であることから、全市一律に指示を出すのではなく、それぞれ

の地域特性に応じた柔軟な手法で取り組んでもらっております。 

 加えて、他地域の優良事例を取り入れながら、支援員が一丸となって

今後の業務に取り組むとともに、行政も一体となって地域の声を丁寧に

聞き取り、支援員や生活支援コーディネーターと連携をしながら、持続

可能な地域づくりを推進していきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  これまで4月、5月、2回開催をされたということと、あとは、この集

落支援員ですか、この方と生活支援コーディネーターとの融合で今後の

取組をしていくということだと思います。 

 質問させていただきました会合で得た、2回だからまだどんな意見が

出たかは存じませんけれども、この会合で得た意見を今後に生かすかと

いうことでお伺いをしてるんですが、現況の振興会活動を含めた地域の

課題はいろいろ多岐にわたっておるというふうに認識いたしております

し、とりわけ集落支援員さんの今の活動状況、うちの例で言いますと各

振興組織の総会に出席されたり、先ほど船木のゆめ広場のそういうイベ

ントにも参加されたりで、いろんな地域を回られていろんな情報を今得

られているんだと思うんですね。それは今からの市長がいろいろとやら

れようとする中で集落支援員さんの意見をいただきながら、それを守っ

て実行していくというのが逆に市民へ返していける取組だというふうに

思うんです。 

 ただ、6町ございましたらいろいろその地域地域の課題が違うと思う

んですね。そこの取りまとめは共通部分をやればいいんですけれども、

ともすれば一方方ばっかりが意見が出て、一方方ばっかりが出ないとい

うようなことも想定できないとは言えません。 

 そうしたときに、もちろん意見が出るから取り組むんですが、そうし

たところの調整、しっかり、行政の方も入られるし、所長に企画部です

か、企画部も入られてそういう会合を進められていくということを認識

しておりますんで、ぜひともそこら辺りの取組をしっかりしていただき

たいと思うんですが、再度、もし見解がございましたらお願いをいたし

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  集落各6町それぞれカラーがあります。行事にしてもそこに住んでお

られる方の思いもいろいろありますんで、そういったところを今、集落

支援員のほうが小まめにそういった振興会の活動行事等へ参加をさせて

もらいながら、それを肌で今、感じ、受け取っていると思います。 

 そういった中で定例会あるいは臨時も含めて集落支援員同士が情報共

有をし、自分の担当のエリアで足らないところあるいは進んでいるとこ

ろを忌憚のない意見交換をして、取り入れる分は取り入れる、いろんな

取組で改善するところは改善するということをこの集落支援員を中心に

進めていきたいと思ってます。 

 画一的に、前も言いましたけど、金太郎飴で切ったような同じものを

全町に、基本的なものはありますけども、それぞれのカラーをしっかり

生かしながらもう一度各地域を元気にしたいという思いがありますんで、

そこのところは集落支援員のほうにしっかりと肌で感じてもらいながら

進めていっていただきたいなというふうに思ってますし、それを行政と

してもしっかりとサポートしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  この集落支援員の配置につきましては、前回の3月定例会、第1回定例

会で同僚議員もこの支援員の導入によりどんなことが期待できるでしょ

うということで市長はきちんとこの仕組みによる各地域特有の課題が解

決事例を共有して互いに参考することが可能になり、それが今後生かせ

るんだという答弁をされておりますので、ぜひともそういう取組を続け

ていただきたいと思います。 

 次の質問に入ります。 

 ②の総合計画では、主要取組として「集落支援員を中心に、多様な人

材をコーディネートし、若者をはじめ市民が意思決定や新たな挑戦に参

画できる仕組みを整える」とされていますが、このことについては、ど

のようなスケジュールで進められるのか伺うのですが、先ほど新たな挑

戦とかお伺いは共通するとこもあるんですが、今回これはどのようなス

ケジュール等で進められるのかお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 まず、今年度については、広島県が実施をする「集落支援員支援研修

プログラム」に参加をし、地域に密着した多様な人材の確保・育成に取

り組むほか、他自治体の集落支援員との交流も通じてスキルアップを図

っていきたいと思っております。 

 これらの経験を踏まえ、計画的な地域づくりの進め方やスケジュール

を策定し、地域の特性に応じた振興活動を推進していきたいと思ってお
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ります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  このスケジュールをお伺いしたんですが、有効的な結果につながると

いうことの中においては、この取組、総合計画にもございましたけど、

最終目標は市民の参画意識を高めて共助による持続的なまちづくりの向

上を推進するということもされております。 

 この推進ができることによって一番大きな市民が暮らしやすいまちづ

くりにつながるんだというふうに私は認識いたしておりますので、そう

したところを踏まえて、これまでの知識を基にそういった取組をしてい

ただきたいというふうに申し添えをさせていただき、最後の質問に入ら

せていただきます。 

 5番目です。持続可能なまちづくりの中・長期的な将来展望について、

お伺いをするものでございます。 

 今回は、本市における「まちづくりの将来展望」を見据えて4項目に

ついてお伺いをいたしたつもりでございます。 

 「第3次安芸高田市総合計画」では、人口減少と高齢化、地域コミュ

ニティの弱体化等、これまでの延長線上のまちづくりでは、次世代に責

任が持てなく、20年先を見据えた計画として、そうしたことを基に20年

先を見据えた計画として整理されているものだと私は思っております。 

 この中における施策展開を、いろんな施策がございますが、図ること

がまさしく「持続可能なまちづくり」につながるものというふうに思っ

ておりますが、将来展望を考えるときには優先順位の検討、難しいんで

すが優先順位の検討も考慮した検討あるいは計画、取組が必要ではない

かと思うんですが、そこら辺り市長はどのようにお考えかお伺いをいた

します。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 市では第3次安芸高田市総合計画において、20年先を見据えたまちづ

くりの方向性を示しており、計画の周知徹底や進捗管理を行いながら着

実に推進をし、必要に応じては見直しも行っていきたいと思っておりま

す。 

 また、予算編成においては、全ての事業の優先順位や予算配分を厳格

に行い、次世代に負担を残さない持続可能な行財政運営を目指していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  秋田議員。 

○秋 田 議 員  この質問の趣旨は、総合計画の序論の中で⑧で市民のニーズという項
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目がございます。 

 18歳以上の、これアンケートだったのかな、18歳以上の意見として安

芸高田市の20年後を見据えた上で今後どのような取組が必要かというア

ンケートの問で、誰もが住み慣れた地域で暮らしを続けられるまちづく

りという回答の割合が一番多く、それから次いで、地域医療の確保、強

化、その次に安芸高田市への移住促進、定着支援となっており、以下何

項目か掲げてございました。 

 そうしたことを踏まえて、今回は大見出しとして今後のまちづくりの

視点ということで4項目をお伺いしたんですが、4項目というのが関係人

口の創出とそれから活躍人口の創出それから地域振興会の若者参画、集

落支援員配置によるまちづくりということで質問させていただきました

が、どの項目も私は地域で暮らしを続けられるまちづくりの根幹をなす

ものだというふうに思いで、これがひいては大きなタイトル、持続可能

なまちづくにつながるんであろうというふうに思っております。 

 将来展望を見据えた見解ということでお伺いしたんですが、優先順位

の検討、今答弁もいただきましたけれども、計画が必要ではないという

思いは、これは言い変えますと短期間で取り組むものと中長期的な見解

の下に取り組むものということを見極めながら総合計画が生かされる施

策展開をしていただきたいという思いでございます。 

 そうした意味で今後のまちづくりの視点を答弁もいただいたかとは思

うんですが、何よりも冒頭申しましたように総合計画を実施して、それ

で初めて生きてくるんだという市長の思い、そこは一緒なんで、そこを

しっかり実施できる体制にしていくためには、こうした細々な計画等も

含めて将来展望を図っとかないとできないんじゃないかという思いがし

とるんで、もちろん考えておられると思うんですが、再度そこら辺り、

市長の見解をしっかりお伺いして一緒に今後のまちづくりに取り組んで

行きたいなという思いがしております。答弁のほう、お願いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 今回、制定をしました第3次安芸高田市総合計画は、20年先の安芸高

田市を描いております。その間に先ほど紹介ありましたように、次代と

いいますか、世間は日々変化をしております。そういった意味で臨機応

変に改めていかなくてはいけないところは率直に見直しながら、そして

市長の任期に合わせて進めている部分もありますんで、そこもやりなが

らということで、今、今日質問いただいたことも一つ一つ総合計画に基

づいたものを今、具現化をしている段階でありますので、そういったと

ころを議員の皆様にも見てもらいながら、意見等ありましたらこの議会

あるいはいろんな形で御協力いただきながら持続可能な安芸高田市づく

りに向けて御協力をいただければと思います。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  今、答弁いただいたんですが、もう一つだけ申し添えさせていただく

と、市長、今やっておられる市民との対話ですね。対話、ここにいろん

な今後の生かせる部分が出てくるんだろうというふうに思っております

し、何はともあれ市民あっての安芸高田市でございますんで、それを私

たち議員も行政も一緒に取り組んでいくということなので、一番はそこ

を大事にしていただきながら、今後の取組を申し添えをさせていただき、

私の質問を終わらせていただきます。 

○石 飛 議 長  以上で、秋田議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回は、6月17日、午前10時に再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時０２分 散会 
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